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序 文

常場災報には試験中の ものであつても, と りあえナ報告をするとﾡは 
/. ・

れる賞験ﾡ察の項や, 派生的な事項であつても 業務上参考となるものを 

登収している。
・

この 集 報 に は 木材 部 に 於 ける ト ドマツ材の仲ﾡ性についての 賞 験 精果と 

沢画に よ るﾡ朽作用 とその材の歴縮ﾡ座試験の精果及び= ソマッ材の引ﾡ, 

歴縮比教試験のﾡ果と集ﾡした。なお遣試機討を要する ものもあるであらう 

がﾡ務上参考と なろものがあるの で取 りあえす 印刷に付することにした。

林業試險場札帽支場我
• * * *

. 林単博士 原 田、 泰



ト ドマッ古材の仲縮性いについて

E 農林技官 加刷, 流

TAFPSHI KANo:-On the Shrinkage of Todomatsu
(Abies Mayriana MrAnF et Krno.)

・
1. the ordinally material and

2. the material exposed in the open for a long period of time.

Iまへがき

木材の州縮性とその合水率との開係は従來しばしば機討されて楽た問題の一であり, こ 

れ らにﾡしてはその定性的な範圏に於てはCに幾多の来臨がある様である。これらの間題o 

中で木材の木的な特性であ り 又その賞用的な取扱上に著しい債位を行つ概金は不両合水率 

と厳維飽和ﾡの二の問題であ らう。亦木村の平術含水率については次に關心の的になった事 

であるが一定の通座と関係沿座に於ける氣不商は合水率来が山飛状態から即退不衛する時が 

乾燥状態よ り吸過不術ナる時よ り大なる事であ り,合水率にかけるか、る迷違は所訓Hster- 

esis とﾡされ, この差違は含水率が奥氣他和と塔の狀態に於て全く 消失しこめ Hysteresis- 

graph は-の Loop を後く 事が知られてゐる。亦木材の仲縮は唯だその含水率によつてのみ 

一次的に規定 されるも のであ り , と の合水率の Hysteresis 効果に は無関係であ ると云ふ事 も 

賞験的に確められてみる。両し亦更に代伊後の生材と所詞よく枯らされた木材とでは過氣婆 

化に對する仲縮の狀態はかなり相違するらし.いと云ふ事も推論されてゐる事であり,これら 

に對 して は木材の伸縮が或る 限度迄は reversible な變化をするがその限座を超へるど細胞の 

連形が一部永久歪の形で残留する為であらうと云ふ推論がなされてゐる。而しこれらの問題 

は今日ﾡいづれも殆んど質験的なﾡ祭がﾡされてゐない様に思はれる。更に亦よく 枯らされ 

た木材等に於て は その貪水率變化は恐らく 前述の reversible な叫界内にあると考へられるの 

で, この問題についても上述の論扱は充分な設明を興へてないﾡに恩はれる。
・ ・

合水率の愛化に よって木材が伸縮する事は疑ひ な さ事賞であ るが木材の含水条は前述 し 

な如く かなり著しい Hysteresis 効果があ り, それ故に木材の長さ は その含水率の外大氣中の



通度, 過度の影価を受けはしないかと云ふ事であり, 木村が一定氣糜の大気中 に ある場合は 

火氣の温度の如何に關せ卞木材に作用する全魔力は不變であるから,大氣の混度ホ變化によ 

って含水率が變化し,それに よって含水率が變化する場合は別 と Lて一定通度にかて一定の

公水本を行ナる木材の長さに登して大氣の退度が影価を及ナ事は考へ得られな のであ 

る。商し多くの物質は混度契に1つて仲縮するものであるから, 木材の長さ も 當然その作 

用を受けると云人事は推楽される。木材が温度髪化によつても仲締する場合はその長さが仲 

締の Hystercsis に依って異るのでないかと云ふ事も亦考へられ,こ う した考へに立つと この

: 變化が reversisble であるかどうかと云ふ事も當然に問題となるのである。

’ 本償験は トママッ材についてかな り長期間嚴しい大氣中で繰返し伸縮を受けたと思はれ ' 

る材料 と, 俊倒後約一間 を経過 して氣不御状態に迷し てみる 普通の材料 と の間の仲縮性 

を比技し繰返し伸縮に対する木材の材質的な變化を知らう と したものてある。

II研究方法

(1)供 試 材

木支遂に使用 した トマ ッ 材は北海道野幌岡布林産の も ので外最上殆ん ど 完全紙双の も 

一 のであり, 伐倒後直ちに供試用材料に木取りデシケークー中にて氣乾狀態に保持される様に

關係港度の誌節をなした。伐倒後賞験に供さる迄約ーや閒を概過したものである。

ヌ古材と して用ひたものは北海道江別町字西野幌,瑞我寺本堂の住よ り丸:採した材料で 

あり大さ は G 寸 xG 寸 X12 尺 の欄材で, 外に接する面は下見板にて被殺 され直接純露に眼 

されそろないど見られるものであつた。同寺院は, ﾡ治24年建立であり, 伐倒後材料が實險 

に供せられる迫 68 4間以上を新ﾡして材料であつな。1通材に比し少かに資色を締びカナ 

かな県拠を行する外は外吸上殆ん ど普題材との違は認め ら れなかつな。

2) 供試片の作製及びその記號

供試片 としては何れ も板目,紙回, 木ロ; 本取り三ﾡにﾡ分し 普通材各0協合付18簡, 

古材各 4 協合計 12 箇の も の を使用した。その寸法は 00 mm *60 mm*6.mm の大 さ を規消 

と し, Q0mm *60mm の面が夫々板目,祉日, 木nmになる様に正確にﾡ向仕上げをなし普 

通材板目, 粧目, 木ロの供試州を共々A.B.C. 古材供試ルを夫々 a-b.c. と し、更に同種の 

ものを 1; 2. 3 ...... と して風分した。- :

(3)實験装 作

供試材に脱過及び緊退のが化を興へその々の場合に於けるﾡ気移動の逃度並びに長さ 

の愛化を測定した。数置と しては島津製水分測定器を多少改返しその中に一 定濃度の H.sO, 

を入れて供試ルのﾡ圏の過度を調節した。

天秤の感度は 10 mg であ り 恒温器hの天ﾡmL 6 節に夫々 供試片 を固定 して一定時間行に

I 述 と長 さ の測定 をなした。H:SO・ を 

入れたバッ トにはクリスクルヒーター 

を入れ, その温座を恒江器の温座と 

同一になるわに調節した。測定は開始 

後 0.5日,1日, 2日 .. と大約10日間 

で沈温方向の測定を終り,次にベット 

中の HSO「を純水に入れ換へ全く 同

様に して吸湯方向の測定を なした。長さの測定にはﾡめ供試ルの面に測定され るが大約4 

cm 位にナイフマーク付し, 精座 Smm の請取ﾡ徴ﾡでI量測定後直ちに測長し,、同一供

バについて逃の測定価の筑術下均を長さとして出した。測定されな長さの種類は

(級維に平行の長さ ( 越ﾡに不行の長さ
板目供試片では . . ― ﾡ目供試ルでは ・

1板目方向の長さ (ﾡ目方向の長き

(板同方向の長さ
木ロ供では

(ﾡ目方向の長さ 、

の夫々 2方向の長さであり,測定価の繊維他和動にかける長さに釣する比事を単長として示 

した。即ち
ゃ ・ 他

i= L• ムs

但L L: 供試片の長さ(E)

Ls:越罪飽和時に於ける同上の長さ (cm) で,は供試片の方向によ つて

繊維に平行方向の比長 /

板目方向の比長 .

ﾡ目方向の比長 r

としてﾡ分し頂に1-1=cとして仲縮卒。を算出した。即ち ・=1-1よ一と であ 
上S

る。供試片の含水率 (の)はネ靴重量に到する百分ボと して算出した。



ﾡﾡ器のﾡ件は賞験中にかな り ﾡ動 してみろが, 温度が比長と合水との開係に及ぼナ 

影mは者し く小さく 殆んど無視出來る範回であるから,比友と含水率との關係を測定する為 

には濃度はそれほど精密に一定に保つ必要はない と考へた。金賞験を通じてﾡﾡ方向では温 

度 20-28C開係度30～47% 吸退方向では温度18-24C 關係温度 75 〜 90% であつた。 

ろ 如 き傾向が興へ られ, これは 衽 目 供試片で特に卸! 若でわる樣に 思はれた。

",については平衡收縮率は何れ も 60 内外であ り 古材が普通材に比して何れ も 明に低 

合水にれてるる。

s については平衡收縮率は 2.2～2.6% であり 普通材,古材の差違は不明であった。

III 實験結果

測定結果は末尾の表に掲げたがこれらを普通材と古材とに分け更に各材種別に總括して 

示した。その緒果っ主なるものは次の如くである。

(1)供試片の全乾比重,容積蜜度数及び平均年輪巾

各状黄片について實験終了後全乾比重, 積術度数及び不均年崎を3川した。その精 

果は第1表に示す如く全靴比重は普通材, 古材共不均0.40, 積新度数は通材不均0.35古 

材不均-0.87 であ り,平均年輪巾は普通材 2.5mm, 古材 2.7mm であつて。

第 1 .表

板目供試F 距 自 供 試 片 に ― 一 木 回 供式ル ー三
立通材「 材C 社 | 材」 _材 一古_ 稱­

交 乾 容 預全 容 預 年 積 全 年 裁 仝 花 ■容 種ボ 均全 年 種ボ 均
I 比 致 平伝ﾡ比 m 緡度数 比 省ﾡ 載 離度数’年 旭 巾 比 重伝ﾡ年Mh

grem3gr/cingr/cin®gr/cndier/er?gr/cms gr/cm3gr/cm3 gr/cngr/cnd nmvgr/cm,gr/cm" mm

(2) 時間 (t) と 含水率 (g)伸縮率 (e)

1 , 0y7| 0.33 0.39 ! 0.35 : 0.39 0.35 0.38 0.35 1 0.40 0.40 3.3 1 0.41 037 2.9
2 ' 0.38 0.34 0.41 0.37 0.39 0,36 0.40 0.37 j o.41 035 1 33 0.43 0.37 24

040 0.35 , 040 0.26 i 0.39 0.35 0.3s 035 ■ 040 0.36 2.0 0.42 0.39 2.8

4 040 0:35 0.8 0.34 |0.40 0.31 040 0.30. - 0.41 0.37 20 0.42 0.37 2.8

5 0.43 0.36 *-・ 0 40 0.35 - 一 0.40 040 2.0 — 一

・ 0.47 * 0.36 一 0.39 0.:4 0.40 0.35 2.1 — —
0.40 0.35 0.40 :0.36 : 0.30 0.:4 ・0.39 

!
0,36 0.40 0.37 25 0.42 0.38 •• 2.7

t と P とのﾡ係は総括炎及び第1～8ﾡに示したが,合水率の移動ﾡ度はその初期にﾡめ 

て平く女第に級慢となる。これは普通材,古材共又各材種の別な く 殆んど同一の型式をたど 

つてみる。又 log(り) と log(P) との關係を見ると,これらの逃度は3段附に分けて考へられ 

る樣に思はれる。又'と との叫係については材種別に第5～7商Iに示した。

については何れも實装の 精物度の限界に近いので (-e) の開係を求めるずは田業で 

' あると思はれろ。e う約 5%では不衛米締率は 0.2% 内外であり, 普通材と古材との差進は 

死ん ど不明であつた。而 し脱方向に於け る平衡伸縮率は何れ も 古材が普通材に 比 し大に な

(3) 含水率 (ゆ) と伸縮率 (s) との問係

ゃとe とのﾡ係は越括よ及び第4～6回に示したがこれを各材ﾡ別に見ると

・ については賞験のﾡﾡ度の融界に近いので何れ も 板 口供試片では 占材が普通材に 比 し 
** ' ・

て僅かに低い値を示してゐるが,この變動は著しく吸源方向に於てのみ古材が普通材に比し 

て低いと云ふ傾向が認められる。 、

eh については, 板日, 木口供試片共古材が普通材に比して何れ も 明に低い數侦を與へそ 

の遂違は板目供試ルでは約1.4%, 木ロ供松Fでば約12%になつてゐる。



第2^表

込 につてはﾡ目供献川では合水率約 1.5% 位から差違が現れ これ以上の含水率に於て は 

殆んど差違は認められ*, それ以下の含水率に於て古材は普通材よ り小さい位を興べてゐる 

樣でありその差は約 0.8% ﾡ度であり, 又木ロ供ドにかてはむしろかなり不ﾡ叫にﾡ化し 

一定の傾向性は殆んど認められなかつた。

(4) 容積攻縮率

総ﾡ他和ﾡに於け る容積と全靴時容積

から容も縮率を第出して, 材ﾡ別に第 2 

数に示した。即ち普通材にては板目供試片. 

19.0%,ﾡ目 10.3%, 木ロ 11.5% であり,市 

材にては枚目 9.6%,に概回 9.1%, 木ロ 9.5 

%であり, 普通材と 古材と の比は板 日 0.74 

祉目 0.88, 木ロ 0.83, となり, 板目供法バ

普 通 材- - w番*業、"Yw#wwiwr番-T-r- 
板日 | ﾡ目 1 木ロ

古 材

板目 極日 木口

1 1%ぶ 冬
10.2 12.1 う; 

11.8
;;

94
* 

8.8
2 11.0 8.0 143 7.3 0.0 11.0
3 13] 10.0 11.6 7.9 76 7.2
4 12.0 . o.s 8.9 114 11.0 11.1
5 17.0 11.3 94 ・ —

11.7 11.3 13.6 ・

平 均 
注 通 材 と 
古材との比

13.0 11.3 11.5 0.6 o.1 95
— i ー・ 0.74 0.89 0,83

■

の低下がル大で約 26% c述し 

た。-

・IV摘 要

木賞絵は繰返し仲納が木村の 

材質的な變化に興へ る地響を見る 

c, 北海道流ト、♦マッ材及びその 

古材に つ き仲締性能 を 比較 し た。

供村料はかなり長期川 (5S

間川以上) 大条で繰返し仲縮を 

受けたと思はれるトヾマツ材料と 

依探後約1 4間を紅 し てu氣不 

御になつた 卜"マツの氣ﾡ材料と 

を川ひた。

實験結果の主なるものは供試 

材料Iに脱M吸を化を興へ, 含水

製化によ る仲縮率の變化を求め 

たが, その主なるものは

(1) 繊維方向の仲縮率は質験
ﾡﾡ方向 _ を ﾡ浜う(a

の精裕度のに近いので著しく不規川であろが, 衣日供武ルでは古材が僅かに小, ﾡ日 ・

(2) 板目方向の仲締事 el.は, 板口供試片,木ロ供試バとに古材が普材にして小でそ 

の塗はi者が約1.4%, 後者は約1.2%。

(3) 極目方向の伸縮率 sr は,ﾡ日供試ルでは合水率の=15% 以下で, 材が約 0.8% 小,

木口供試片では不規則である。

(4) 容積牧精率yの通材と古材とのは枚目供試ル0.74,ﾡ目 0.88, 木口 0.83 で

あ る。 、 ・
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枚目供 片 ﾡ括炎
ﾡ 目 供 試 片 ﾡ 括 表

普 a #
--

e -
--------

所 、◆
c/e

0 25.55 28.8 0.097 0.098 | 0.3 12 0.001
0.5 1440 01 0.998 0.062 0.2 3.8 0.964

1 10.73 0.1 10.7 0.909 0.04s 0.1 5.2 0.949
・ 2 9.25 0.2 '4.6 0.997 0.941 . 0.3 5.9 0.944

3 8.33 04 2.8 . 0.997 0.937 0.3 6.3 0.940

4 8.10 ・0.5・ 2.0 0.998 0.937 ' 0.2 6.3 0.939

5 7.30 0.7 1.5 • 0.998 0.939| 0.2 6.1 0.041
7 7.77 0.9 1.1 0.993 0.035 ； ・ 0.2 6.5 0.937

執
9 6.87 1.3 0.8 0.998 0.931 ■ 02 6.9 0.9:33

05 10.33 0.5 20.7 0.998 0.042 i 0.2 5.8 0.044

1 13.85 0.7 13.9 0.998 0.955 I 0.2 4.5 0.957
2 18.03 0.1 9.0 0.009 0.907 0.1 3.3 0.968
3 17.63 0.2 59 1.001 0.971 -0.1 2.9 0.070
4 17.35 0.2 4.3 1.000 0.977 0.0 2.3 0.977
5 28.85 0.2 42 1.000 ・0.g7s 0,0 2.2 0.978
7 21.28 0.3 3：0 1.002 0.080 -0.2. 2.0 0.078

9 21.21 04 ・ 24 1.001 0.083 —0.1 1.7 ■.
0.082

|
e ゆ 7 r

0 2D.25 — 0.999 0.997 0.1 0.3 1,000
05 15.03 0.0 30.1 0.997 0.993 0.3 0.7 0996
1 10.60 0.1 10.6 0.997 0.980 0.3 20 0.9S3
2 9.0S 0.2 4.5 0.997 0.980 •0.3 2.0 0.983
3 S.43 0.4 28 0.997 0.973 03 2.7 0976
4 8.22 05 2.1 0.99S 0.979 0.2 2.1 0.981

5 7.30 0.7 . 16 0.99G 0976 0.4 24 0.982

・ 7 7.25 1.0 1.0 0.096 0.976 0.4 2.1 0.9s0
9 6.98 1.3 0.8 0.998 0.974 0.2 2.6 0.976

n5 . 11.00 0.0 22.0 0.999 0.978 0.1 3.0 0079
1 14.13 0.1 14.1 0.99S 0.986 0.3 1.4 0.9ss
2 18.05 0.1 9.0 0.90sS 0.696 0.2 0.4 0.998

、 3 17.70 0.2 5:9 1,000 0994 od 0.6 0.994
4 18.15 0.2 4.5 1.000 0.991 0.0 0.9 0.991
5 20.3s 0.3 4.1 1.002 0.992 -0.3 0.8 0.990
7 ・ 21.72 0.3 3.1 1.002 0.906 -03 0.4 0.994
9 23.33 0.4 25 1.003 0.005 -0.3 05 0.992

_ こ.____

古 材 t 9 型 〃〃

0 21.40 - ・ 0.009 0.092 0.1 0.8 0.993
05 13.88 0.0 27.8 0.900 0.973 0.1 2.7 -0974

1 10.95 0.1 11.0 1.000 0.963 0.0 3.7 0.963
2 7.65 0.3 3.8 . 1.000 0.949 0.0 5.1 0.940
3 7.18 0.4 2.4 1.000 0.045 0.0 5.5 0.945
4 ,0.40 0.6 1.6 1.001 0.943 -01 5.7 0.942
レ, 
5 6.25 0.8- 13 0.999 0.941 0.1 5.9 0.043
7 6.03 1.2 0.9 0.999 0.030 0.1 6.1 0.0i0
9 5.90 1.5 0.7 0.998 0.940 0,2 6.0 0.942

05 9.60 0.1 19.2 0.999 0.053 .01 4.7 0.954

• 今 1 19.13 0.1 12.1 1.000 0.960 0.0 40 0.060

2 13.80 0.1 6.0 1.000 0.006 0.0 34 0.060
3 1580 0.2 53 1.001 0.978 -0.1 2.7 0.972
4 15.88 03 4.0 1.001 0.976 -01 2.4 0.975
5 17.68 0.3 35 1.002 0.983 . -0.2 17 0.081.
7 18.63。 04 27 1.001 0.083 1 -0.1 1.7 0.982

—
9 19,50 0.5 o 4) 1.001 0.072 -0.1 : 2s

| .-
0.971

古 材 '/e e/ ヶ

デ------- 

・
・

0 * 20.63 — — 0.997 0.996 0.3
i

0.4 0.999
0.6 I420 0.0 28.4 0.995 0.989 0.6 1.1 0.994
I 11.47 0.1 11.4 ・ 0.99S 0.993 0.2 0.7 0.995
2 7.73 0.3 3.9 1.000 0.982 0.0 1.8 0.982
3 705。 0.4 2.4 0.999 0.9Ss 0：1 1.2 • 0.986
4 6.48 0.6 1.6 1001 0.980 -0.1 2.0 0.979
5 6.08 0.8 1.3 1.000 0.978 0.0 3.2 0.978
7 5.75 0.9 . 0.8 1.001 0.677 -0.1 2.3 0.976

9 5.05 1.6
- 1

0.6 
______

1.001 0.978 -01
1 1

2-2 0.977

05 9.55 0.1. 10.1 1.002 0.98b -0.3 1.5 0.9S3

1 11.63 01 11.6 1.002 0.989 -0.2 1.1 0.987
2 13.78 0.1 6.9 1.001 0.990 -0.1 1.0 0.989

3 15.08 0.2 5.3 1.003 0.993 -0.3 0.7 0.990
4 15.0S 0.3 4.0 1.002 0.993 -0.2 0.7 0.991

5 17.80 ・ 0.3 3.0 1.002 0.993 !* । -03 0.7 0.091

7 19.03 0.4 2.7 1.002 0.906 -0.2 0.4 0.994

9 19.38 05 2:2 1.002 0.996 -02 0.5 0.993
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木ロ供 片 ﾡ 括 衣

普通材
・ .e 1 er .a

0 25.:2 ... .. 0.000 0.006 0.4 o.4 1.000

i 0.5 13.00 0.0 27.2 0.987 0.954 1.3 4.6 0.: 67
. 1 9.87 0.1 9.0 0.961 0.935 1.0 0.5 0.05:;

2 8.82 0.2 44、 0.979 0.041 2.1 59 0.001.
3 8.30 0.4 2.7 0.980 0.936 2.0 0.955
4 8.17 0.5 20 0.977 0.986 2.3 G.4 0.958
5 7.37 0.7 15 ( 0.977 0.924 2.3 c.c 0.956
7 7.55 0.9 1.1 0.977 0.035 2.3 G.5 0.957
9 6.03 1.3 0.8 0.977 0.932 2.3 6.8 0.954

0-5 12.33 0.0 24.7 0.086 0.953 1.4 •17 0.907
1 15.42 0.1 15.4 0.990 0.960 1.0 3.4 0.976
2 18.58 o.1 9.3 0.903 0.074 0.7- 2.G 0.981
3 17.72 0.2 6.9 ・ 0.993 0.974 0.7 24 0.081
4 18.27 0.2 4.6 0.994 0.978 o.c 2.2 0.0S4
5 :0.09 0.2 4.1 0.097 0.083 0.3 1.7 . 0.0sG
7 21.18・ 0.3 3.0 0.997 0.987 0.3 1.:3 0.900
9 22.:37 0.4 2.5 0.904 0.986 0.6 1.4 ! 0.992

第5団

11

古 材 ・

=--- --------

〃シ 8" ル e. ィr

0 21.20 — — 1003 0.001 0. 0.9 0.988

05 12.78 0.0 25.6 0.988 0-965 1.2 3.5 0.977
1 10.63 0.1 10.6。 0.981 0.9G1 1.9 39 0.980
2 6.90 0.3 3.5 0.972 0.954 3 2.S 4.6 ・ 0.981
3 '6.73 0.4 2.2 0.972 0.945 2.8 5.5 0.972
4 6.38 0.0 1.6 0.974 0.945 2.6 55 0.970
5 5.00 09 1.1 0.973 0.043 27" 5.7 0.009
r 5.50 1.3 0.8 0.972 0.941 2-8 5.0 0.008
9 5.28 1.7 0.6 0.974 0.943 2.6 5.7 0.908

0.5 11.45 0.0 22.9 0.986 0.963 1.4 3.7 0.077

・1 12.90 0.1 12.9 0.987 0.006 1.3 34 0.979

2 11.39 0.2 57 0.992 0.975 0s 2.5 0.0s3
3 15.03 ・ 0.2 5.2 0.002 0.074 0.8 2.61 0-982
4 16.05 0.2 4.0 0.003 0.074 0.7 2.6 0.9S1
5 18.08 03 3.6 0.903 0.979 0.7 ・ 21 0.086
7 18.08 0.4 2.7 0.096 0.981 0.4 1.9 0.085
9 19.88 0.5 2.2 0.006 0.982 0.4 1S 0.986

第5岡は板目供びルについての命水 (ぐ)の!化と仲超 (e) と.のH係を示した もので

製維ガ 向 の 仲 縮 ポ

e: 切ﾡ方 向 の 仲 額 率

/ク/ •• 織維力 と切換方向 の北Jの止料

をは したもので, 市材と 普通材と の北は何れもかな り 切託に認め られる。
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13

% 呪.ね方.
o /す 。 <
R ﾡ方 %

第の回は任目供ﾡ片についての合水 (の) の竣化とイ縮料 (e) との関係を示したもので 

ﾡ権ガ 向 の 仙 部 率

cr: ﾡ径方向の 仲 細率 -

Zr/: 松維方向 と 半徑方向 と の比長の比事

を表は したもので, 古材 と 啓通材 との今遠は含水率")の減少と共に伸縮率 (e) のR加o 

傾ぶ記められる。

第 7 団

第7ﾡは木口供ぶ牛についての命水料 (g) の逆化と仲縮料 (s) との叫係を示じたもので 

c : 切線ガ 向 の 仲 t 率 

・: 牛 径 カ向 o 仲 細 率 

ur: 半徑方向 と切協力向 と ○北o北ポ

をした uのe, 祖方ゅについては一定のﾡ向は認められないが,切係向については, 

含水判 (伊)の減少と共に e の州加の頃向が認められる。
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A. 2A. 1

消 
滋均) 数証 

日B

.... ェ Ji さ
械近 方向 切繰方 
定ヒ 長測定位止 .

長
級挑方P「

測定価ヒ 長
Cn

さ 
切繰方向 
定価 長 
cm 1度儘 

— tir な CI 1 I cm 1 |! E 9

選 20C・ 6 | 2.670 27A 4.319 1.000 41.807 0.008| 9.040 2;4 4.176 1.000 5.011 0.991
・・

0.5 8.700 14.6 4.316 0.009 4.720 0.98S, 8.050 I7 4.172 0.990 4.807 0.062
力 向 42% I 8.350 100 4.311 0.99S 4.665 : 0.9571 8c40 10.7 ' 4.173 0.999 4.709 0.049

2 8.240 86 4.310 0.90s- 4.619 or 8.520 92 4.169 0.998 4.76S 0.943
3 8.190 1 7.0 4.309 0.00s 4610 0.945 S.400 s4 4.169 0.09S 4.740 0.039
4 $170 7.6 4314 0.909 4.606 0.C44 8.440 8.1 4.171 0.999 4.754 0.940
5 8.030 5s 4.:12 0.998 4.564 ; 0.936 S310 6.5 । 4.107 0.908 4.720 0.933

• 7 S.010 5.5 4.311 0.908 4.563 0.036| 8.290 62 4.167 0.908 4.791 0.043
9 7.090 ・53 4.314

ww澤導
0.090 4.546 ; 0,032 I S.270一Twww響番

6.。 ! 4.1641 0.007 47061 0.031

吸 導 20C 05 8.170 4.304 0.007 4.505 0.042 ; 8460
* 84 4.10S 0.908 4.750

1 8.490 11.7 4.310 0.998 4.053 0.954 8.730 11.。 ■ 4.167 0.993 4.807 0.951
方 向 75%5 2 9130 20.2 4.315 0.009 4.783 0.0S1 9410 20.6 4.173 0.099 4870 0.009-

3 8.830 . 16.3 4.320' 1.000 4.749 0.974 9410 17.1 4.175 1.000 4.01.4 0.072
4 9.010 1 18.7 4.319 1.000 4.760 0076 9.320 194 4.172 0.999 4.912 0.071
5 0.140 204 4.317 0.909 4.794 0.082 9490 21.5 4.174 ： 1.000 4.947 0.078
7 9.130 20.3 4:318 1 1.000 4.759 0.076 0420 20.7 4.175 1.000 4.940 0.977
9 0.100 21 1 4.317 0.000 4.704 0.983 9470 214 4.175 1 i.o0o 4.94s 0.07s

a. 1
•

a. . 2 ・
•*

及
i

2°C i 0 9.750 234 3.001 1.000 4.781 1.000| 9.880 23.0 4.311 1.000 4S46 0.902

向
0.5 9.080 14.9 3.952 0.998 4.040 0.972 0.210 14.7 4.305 0.999 4.751 0.972

方 44% I 8.065 135 3.057 0.99s' 4.618 0.066 0.120 13.6 4.300 1.000 4.735 0.060
2 8.57Q 8.5 : 3.052 0.998 4.520 0047 S.720 s6 4.304 0.999 4.645 0.051

1 s・ 8.550 8.2 3.950 0.009 4.514 0.044 [ 8700 8.3 •1.309 1000 4.614 0.044
4 8470i 7.2 3.969 1.002 4490 0.030 1 $.020 7.3 4.297 00097 4.59s 0.941
6 8440 ,6s i 3.903 1.000 4,4s4 0.038 8.5S5 6.9 4.299 0.097 4.613 0.041

* 、 7 8420 3.056 0.998 4 405 0.934 S.575 6.8 4.300 0.007 4.58合 0.030
9 8.410 • 0.5 3.057 0.908 4478 0.037: 8.670 6.7 4.301 • 0.9071 4.006 0.043

吸 u 26°C 0.5 8.800, 114 3.962 1.000 4.507 0.055 $.980 11.8 4304 0000 4.603 |006r

I , 0.090 15.1 3.003 1.000 4.034 0.909 9.270 154 4.205 0.996 4.751 0.972
方 向 86% 2 9.270 17.3 3.957. 0905 4.004 0.976 ■ 9.460 17.8 4807 0-99S 4.774 0g77

3 9.370 1s.0 3.96:3 1.000 4090 0.981 0.590 191 4.314 1.000 1.792 ・ ；0.981
4 9400 3.070 1.002 4.705 0.984 9.500 ; 104 4.307 0.099 4.826 0.08s

・ " 1 5 9440 10.5 I :3.0069 1.002 4.743 0.093 9.620 19.8 1. 4.312 1.000 4.776 0.077
・ 7 9420 19.2 3.066 1.001 4001 0.081 0.610 19.7 4,314 1.001 4s10 0.0s6

9 0410 19.1 3:073 1.003 4.751 0.036 9.000 1 10.6 4300 0.000 4.825;
1 0.087

A ・ 3 A. 4

! 週不

導だ 
i k価

T - Ji
放証 測定

. 裁社は方向 1 切ﾡ方向〕 u定u 朮量 「切繰ガ向

日m 含水江定価止 測定比 共 含小\ 耐定価比止 長測定価止 ii
• 1 CT _ i er ....ご C J 1_ C !

w 丸 ・1c(: 0 .10.0C 0, 23.6 3.909 0.9SS 4.5s6 [ 0974 9.955 |:o 3869 卜 0.997 4.600 0.962

ガ "
1 ! 9.95 0,10.6 3.91s 1.000 4447 o.f42 S.s75 9.7 38SS1.00 449S 0.939

। 47る * S.73. 5 8.0 :.911 0.99s 4421 0.936 | 8.700 75 :s44 0.991 4401 0.932
S.70, 5 7.6 3sq9 ’ 0995 441 0936 S.G75 7.2 3.S65 0.996

3S73」0.99s
44:6 0926

4 8.71: 3 7.7 3.00S 0.9os 44c4 0.9:2 S.675 7S 4401 0932
6 S.GsI ) 7.s 3.509 i 0.995 4400 0.5C! S.050 69 SSS31.001 4457 0.931

sos()73 3.014 0.99S 4.443 0.C41 8.G&0 69 3.ss91.002 4451 0.929
r* j / S.csc 7: 3.911 0.99s 4.3s2 0.92s F075 72 3S75 0.999 447s 0934
S S.65 7.0 3917 1.c0G 1 4:395 : 0.931 8.630 6.6 3.877 0.999 4449 0.929
9 S.6:( 6.6 3407 o.sos 4.:92 0.930 S.595 62 3.S67 0.097 4436 0.926

10 • じ2 3912 1 0.99S 1409 0.034 8.600 6s 3sG1 099b 4437 0926

吸 N 24 C: 0.5 9.0s( 10.0 1 3.014 0.999 |1445 003 9.000 11.3 | 3.S69 0.997 4.573 0.c44

s7%
1 9.:7( 14.6 3.911 0.90s 4.522 0.05s 9270 14.5 3s79 1.000 4.5S2 0.9D7

方 向) 2 0.3Si 16.0 3.o12 0.90s 4.550 0964 9.370 158 3S74 0.99S 4.609 0.062
3 9Asc 17.2 3.931. 1.004 4.5s0 0.070 94s0 17.1 3ss9 1.003 4.c17 0.970
4 9.3c 15.3 3.926 1.002 4.559 0.065] 9.010 11.3 3$83 1.001 4.521 o.s44
5 o.SS。 22.1 3.023 1.002 4.633 0.0S1 9.710 20.0 3ss。 1.000 4.603 0.950
G 10.00C 2:.0 3.02S 1.002 4.603 0.904 9.910 22.4 3s961004 4720 0.086
7 10.070 ・4.5 3.931 1.0C4 4.709 0.497 9.SS5 234 3s95 1.004 4.706 0.05
8 10.0s0 24.6 3.925 1.002 4.703 0.996 10.000 2S6 1 3S93 1.0031 4.754 0.992

- 0 10110 26.0 303S 1.005 4715 0999! 10.040 241 3.894 1.004 4.762 0999
1

10 10.120 25.1 :935 1.005 4.700 L9 10.080 当9 3SS7 1.002 4.76 0 0.994

a. 3 a. 4 ■
・-

sc 0 9.570 104 | 4.000 0.990 4007 0.US7 9.080 19s 4080 0.90S 4.768 0.990
0.5 9.070 13.1 1 40.90 9.999 4.806 0.907 S.550. 12S 4.08S1.000 45S1| 9.080

方向 43% 1 s.770 73 1 4.106 1,003 w 1 47723 0960: $.:90 94 4.6s9, 1.000 4601| 0.956
2 S.530 04 4.103 1.002 4.701 0.946 S.120 7.1 1.085 1000. 4.576 0.950
3 8.500 6.。 j 4.099 1.001 4.690 0.944 S.050 63 4.091 1.001' 4.5i6 0.947
4 S450 54|I 4100 1.002 4667 0.939 8.010 5.7 4.094,1.002 4547 0c44
5 i S460, 5.5 1.095 1.000 4.665 0.039 j S.020 4s 40s 1.000 4.549 0943
7 8.430: 53 4.096

4.093
1.001 4667 0.039 8.000 55 1.089 1.000 1540 0942

9 1 8.420 i .5.1 1.000 4.663 j 0.03s 7.080 5.3 4.076, 0.997. 4541 o64ッ

吸 海 24°C 0.5 1 S.630 l 7.6 . 4.093|1:000 4698| 0.045! 8.220 4.077 0.998! 4.5s1 09b1
1 s.710 8.C ! 4.008」

4101 j
1.001i 4.719| 0,049 $.300; 94 4.004 1.002 4.597 0952

方 向| 88% 2 8.790 9.6 1:002 4734」 0.903 s.:3601 10.3 1.005 1.002 4.610| 0.957
i 3 0.100 124 4.0951,000 47s5 0.06311 s57o 1 13.1 4.004 1002 466S 0.907

4 0.0Q 158 4.096 1.001 4.7s5 0..03 S.020 i 12.4 4.091 1.001 4.659 0907
5 9.310 16.1； 4.100* 1 1.002 4.ss5 0.982 ；! s.7i0 153 4.1001.003 4.710 097s
7 9470 182 ! 4.0991.001 4s74 0.9S1 S.000 174 4.097/1.002 4746 0.0s5
9 0.000 10.s 1 4.09S : L.001! 4s67| 0.077| 9.070 10.7 4095 1.002 4733 0.953
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b. 1

方

吸

A. 6A. 5

漫均 
位

加 
野 定価

n 祭 ﾡﾡ方向 切報万向

の水孥 測定 血 比 長測だ値比止 具

.T 一後ﾡ方向 切区ガ向
山レヒ 紙 含水率 測定価 比 長測定価比 長

n avc. 0
EL

10-720 26.7
Cmh - ___ 。__C型 J 

1.000 4.897 1.000
--ビバ- 

10.0:30
ゲ
2 9

_C 
3.797 0.900,

Cm
4871 1.000

0.5 9:780 15.0 3.843 0.907 4.681 0.95S : 9.050 1:.7 :3.792 0.007 4.072 0.959
向 30% 1 0500 12.3 3.S42 0996 4.027 0.S47 9400 11.1 3.794 0.998 4.644 0.953

2 9400 11.1 3S41 0.0064.016 0.f45 1 9.:s0 93 3.79b 0.99S 4.578 0.440
3 - 9.300 9.9 3845 0.0g7 4601; 0.f41 9.250, o.0 3.790 0.907 4.559 0.936

・
4 0.260 9.5 3839 0.99G 4.5S4 0.93S 9.:10 8.5 3.705 0.99S 4.52や 0.0:7
5 0230 9.1 3S41 0.0964.570 0.935 9.190 8.2 3.795 0.998 4.556 0.935

| ・・ 7 9240 92 3S40 0.97 4.506 0.f:4 9.190 S.2 3.799 0.909 4.544 9.9:3
9 9.230 9.1 3843 0.9971 4.550 0.0:3 9.180 s.1 3.80S 1.002 4.550; 0.0:6

i 18°c 0.5 9.530, 12.。 , 3.846 0.097 4.609 0043 9.520 12.1 3.806 1.002 4.508 0.044
1 9.780 156 3.e43 0.997. 4.605 0.955 9750 14.8 3.799 0.999 4パ43 0.050

向 90% 2 i0.000 18.2 3851 0.099 4.721 0.0G6 9.990 17.7 3.79S 0.999 : .70s 0.967
: 10.100 194 384 0.090 4.739 0.070 10.080 18.7 c7n0 0.999 4.724 0.070
4 10.160 20.1' 3.849 0.998 4.750 0.072 10.1:0 19.5. 3.793 0.007 1735 0.97
5 10.190 204 ; 3S54 0.9094.752 0.072 10.160 10.7 :3.s00 0.990 4.73: 0.97:
7 10.130 19.7 1 3.803 1.002 4.741 0.070 10.110■ 19.1 3.79S 0.099 4.743 0.q74

। *
9 10:220 20si 3852 : 0.099 4.711 ・9C4 10.240 20.0 ・3.700 , 0.999 |4.746 0.974

ﾡ 沿 26じ

方 向 44%

0
0.5

2

と さ コ-----さ
t ; 望方回 径方向 ....t ゼ 戦権方回 で方向 
含小価 長江定価止 と '=水中江定位 長洲定位比 以

Cmu I Ci ・ ; r $ cm cm
0.570
S.945
S.s20
S450 
S4:0
S.:70
S.310
S.295 ；
S.295 ,

22.7
14.7
13.1

S.3
・S.1
7.

G.5
G.3

i

3.702
3.079
3.711
3.715
3.717
3.719
3.717
3.717
3.713

0.996 4.S06 0.SS6 9.720 
0.9024.705 0.9S7 9150

1.001 4.7650.SS7
1.002 4.719
1.002に4.714
1.003* 4.707
1.002[1.697
1.0001.0S6
1.001 4.697

0.97S 
0.77 
0..75 
0.974 
0.972 
0.073

8.970
S.560
S.5:20'
S.4G0
S.400
S.Ss0 
s:3S0

2S.6
16.:
14.0
Ss

7.6
s

6.5
6.5

cI
:.919 
3S7G 
3s93 
3.925

1.000, 
0.9c4 
0.993' 
1.002

3.921 1.002
3.904 0.996
3.902 0.996

1.000
3915| 0.099
3.9IS

4S78 
1s94 
4.S76 
4s21
4S 
4s: 
4.s07 
4.S14 
4s10

0.990 
0.99s 
0994 
o.9ss 
0.9s5 
0.9S4 
09s0 
0OS2 
0.991

B. 1
---

溫平
導均 
座価

--- 
抜m ' 朝定碗.

3
R 圻 ﾡ縦: バ. 卜.*、# ******・ノノメ

こ 
ガ 
比M;

さ
やﾡ 方向

測定統 比 長
Cm , *r I

.. 
f 飛 繊ﾡ方 
☆水測定位止 長i

タ 1 cm 1

---二 
さ 
径方向・

川定価 長
Cu 1

水価C.
C I

D 也 2o°c 0 9.030 20.1 4.210 1.000 4.8310.007 9.590 26. 3.992 0.097 4.592 0.00s
0.5 8.770 14S 4.220 1.000

1.001
4.7850.098 8.770 15.4 4.022 1.004 4.82s 0.0S5

方 向 42% -1 8450 10.6 : 4.225 4.099 0.970 $430 10.0 4.009 1.0Q1 4.839 0.088、

、2 8.330 9.1 4.213 0.909 4.733 09s01 S.320 94 4.033 1.007 4.7s4 0.076
3 8.280 84 4213 0.909 4.722, 0975 i 8.260 s7 4.044 1.000 4.714 o.2

4 $260 s.1 4.:214 0.999 4.726 0075 8.:10 s4 3.090 0.999 4.775 0.075
5 $130 6.5 4.207 0.997 47130073 $.100 66 4.00s 1.001 4.776 0.o76
7 S.110 6.2 ・4.2]:) 0.999 4.70s 0.971 s070 62

591

4.00s 1.001 4.76s 0.07:
0 8100 G.1 1 4.212 0.998 4.098 0.970 | 8.050 4.012 1.002 4.720 0.063

吸 ﾡ
- 

20°C ! o5 8.200 8.6 4.215 0.090 4.724 0.075 '8.180 761 4.017 1.003 4.747 0.900
1 8.620 12.9 4.214 nong 4ワnで nnso S.500 118 4.002 1.000 4.S17 0.983

カ 向 75る 2 9.230 20.9 4.21s ； 1.000 4:850 1.001 9.120 20.0 4016 1.003 4.037 1.008
3 8.870 17.5 4214 0:990 4.8180.094 880 16.3 4.005 1.001 ・1.883 0.097
4 9.150 19.8 4.920 1.000 4.706,0.990 9.040 18.9 4.014 1.002 4.919 1.004

5 9.250 21.1 4.217
4.224

1.000 4.826 0.006 9.1202 20.0 4,030 1.009 4.S56 1 0.001

7 9.250 1.001 4807 0.092 0.100 10.7 : 4.0936 1.005 4849 0.990
・ 9 21.2 4.21s 1.000 4s16 0.004 9150 204 ; 4040 1.0001 4S37 0.087

吸 i 20G

カ向 86%

0.5
1

'8.701

1 S.90(
) 11.5
) 14.1 
) 17.0 
) 1SS 
> 19.1.

19.4 
194 
19.2

3.716 1.002[4.7450.9S3 ・ 8.751
9.0(
9.29(

)11.3
) 153 
)1S1

3.919
3.296
3.923
3.935
3.927
3.039
3.926
3930

1.000
1.001
1.001
1.004
1.002
1.005

4s6s 0.993
48s2 0.99G
4.S79 0.095 
4.9031.000 
4.907 1,001 
4sns 0.n5.

・ S.72(
3.71:
8.72(
3.71:
3.721

) 1.00;
; 1.c0:
• 1.00:

j .776 0.990
2 9.17(
3 9.27(■
4 9.29〔
5 9.:1G
7. 9.:10
9 9.:00

I 4.78 1 0.991
; 4.791 0.993 9.410 19.6

; 1.00: 4.793 0.993 9.430 19.9
1.001 1.7780.990 9.4s〔

947C
•20.5
) 20.41 3.7201.00s 

. :3.707i1.00G
; 4.S05 : 0.99G

4.nss 0.992
1.0021S97 0.999
1.004 4S91 0.9979.43019.9

B. 3 B. 4 一.
----ごTm-.--r 

及 源I 21°C 0 9455 2:.0 3.70S 1.000 4.529 1.000 9.590 1 23.6 3.965 ,1.000 4439| 0.999
1 S0う 9.4 3.770 1,00344:0 0.978 S.505 9.6 a.944 0.0n4 4.353| 042

力 向 47% 2 S.205 7.6 3.760 0.999 4.429 0.97s ・S.380 8.0 3.93+ 0.99 4.544| 0.9s0
3 S.245 73 3.763 0.099 4411 0.974 S.:300 7S 3.946 0.995 4242 0979
4 S.250 74 3.7066 0.999 4.443 0.9S1 S.370 7.9 3.S47 0.995 4.36 0.980
5 S.215 6.o :3.700 1.000 4.420 0.97G S.536 74 3.939 0.993 4.395 0.975
6 8.210 6.7 3.776 1.002 4406 0.973 8.240 7.5 3.95S 0.998 4317 0.974
7 S.225 G.s 3.757 0.907 ・4405 0S73 I $.360 7s 3.c49 0.996 4 331 0.977

*■ • 8 S.195 66 3.703 0099 4411 i 0.874 S.::5 74 341 o.9パ4 4.325 0.976
s.155 G.1 3.759 0.998 4.419 0.974 S.360 7s 3.035 0.992 0.979

・ 101 S.105 3.704 0.903 4.39S 0.971 S.:370 
...........

3.032 0.992 4327 0.976

吸 導 24°G
0.5 S.555 11.3 ' 3.772 1.001 4.423 0.977 S.795 1:4 1 3941 0.906 4344 0.980
1 8.505 14.6 3.762 0.990 4474 ow7 $.960 14.2 1 3.03: 0.992 4.389 0.986

方 向 $7% 2 S.005 15.7 3.757 0.99S 04ss 0.991 ' 9.060 15.5 | 3.027 0.990 i 4.39s 0.992
3 9.005 17.2 3.7s6 1.005 4400 0.001 9.065 16s 3.95S, 0.n0s 4.413 0.995
4 S.S55 15.2 3.777 1.602 i400 0972 9.025 16.3 $.c40 0.996 4-394 9.991

・ ・5 9.4S5 234 3700 1.008 4457 O.9S4 Q.480 21.0 3.902! 0.999 4 401 0.993
G 9.65 25.2 3.790 1.006 4.54 1.001 9.585 23.5 3.950 0996 4450 1.004
7 9.695 26.2 3.7c4 1.007 1.545 1.004 9.050 244 3.961 0.099 4435 1.000
8 9.6S5 26.0 3.770 1,003 4.510 0.996; 0.010 23s 3.954 0.997 4429 0.999

・ 9.725 26.5 3.s13 1.012 5.515 0.$97 9070 24.6 3.96b] 1-000 4435 1.0001
9.745 20.6 3.787 1.005 4.531 1.000. 9.690 24.9 3.061 0.999 4.426 0.999
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b.3 h. 4

導均| 数m 
日時間

さ -ーー| 4- J 、 さ
H価 ェ コバ z → '君沈 L ブiに て*たI円 ー ニ-1i- ノュー 

一....シン4ミ「ドi・・・ノバ・L. tサミ算介!*:ッイ・1t, ・
パH *!/ハパバ1パ・/ートト ・/ーャ J じ く l イ*マ 1卜//・1t. 及し 3 y 1 ・*・イー*一 JI ・ N

t---.,-ビ- 9 」 C 1 S 1 f 」 Cm 1 Cm L

脫 漫 22C 0 0.490! 20.5 4248 1.000 4.601 0.998 9040 19.5 : 3.876 0.989 4.700 0.96
0.5 8.850 12 4 4.:48 1.000 4.502 0.989 9.150 134 :3.s9: 0.993 4.684 0.981

ガ 向
・c r4326 I S.570 s.9 4.254 1.001 4560 0.989 S.850 97 3.89s 0.905 4.728 0.000

2 S:390 6.G l 4247 1.000 4.516 0.979 8.050 7e 3894 0.694 4.725 0.989
3 S.520 、57| 4245 0.009 4.517 0.979 s.5co G.1 3.890 0.90: 4.691 0.982
4 8280 52 1 4257 1.002 4.517 0.979 S.530 5.8 3.92S 1:002 4.Gc0 0.982
5 828o ・ 52 4.255 1001 4.512 0.07s S.5:30 5s 3.025 1,002 4.686 0.981
7. 825o 4s 4.2E4 1.001 4.50S 0.977 S.500 5.4 3.925 1.001 4.069 0.977

J 9 8240 4.7 4.250 1 000 4.512 0.078 S.480 司 3.026 1.002 4.681 0.080

吸 24°C o5 8As0 77 4.255 1.001 4.5399 0.0e4 8690 7.7 3.931 1003 •1700 0.086
1 8.E40 8.5 4.251 ( 1.001 4.520 0.052 8.770 S.7 3.926 1.00: 4.721 0.986

方 向 882% ・ 2 8.050 9.0| 4251 1.001 4.548 0.980 8.830 9.5 3.022 1.001 4714 0.9S7
3 ； 8.910 13.2 4.25; 1.001 4.558 0.988 9.0C0 12.: 9.027 1.002 1.725 0.989
4 S.870 12.7 4.250 : 1.001 4.501

4.580
0.989 9.050 12.2 3.031 1.00:3 4.724 0.901

5! 9.170 165 4.253 1.001 0.993 9.200 14.8 3.927 1.002 4,743 0.093
J 7 .9.370 19.0 4,252 1:001 4.5°0 0.9951 9430 16.9 3.920 1.002 4.750 0.994 •

9 i 9490 20.5 5 1.001 4.503 0.095 ' 9.510 9 3.925 1.002 4.751 | 0.995

B. 5 B.

設 3gc 0 ' 9.970 264 4.109 0.997 4.799 1.000 9.680 1 20.2 3.883 0.907 4.057 0.999
0.5 9.050 14.7 1 4114 0.998 4.777 0005 1 S820 |150 ・3.S45 0.9874.610 0.089

ガ 向 309% 1・ s790 11.4 4.115 0.99S 4.733 0.986
0.987 ,

S.570 11.7 3s42 . 0.9sG 4.552 0.979
2 i s.000 10.1 4.113 : 0.998 . 4.739 ；8 470 i 104 , 3.S43 ■ 0.98G 4.557 0.977
3 $o1o o1 4113 0.998 [4.712 0.082 i j $.580 93 , 3.848,0.98S 4.512 0.96s
4 8.570 8.6 4127 1.001 4.724 1 0.9SC 8.350 8.9 3.879 1 0.99 6 4.559 0.97S
5 8.550 s4 4,091 ' 0.902 4.729 0.485 , 82s0 8.0 1 s87s 0.024 4.515 0.066
7 8.550 8.4 4.08G 0.901 4.720 0.985 1 S.390 8.1 3.87 ; 0.994 4.563 1 0.07G
9 S50 82 1 4000 0'902 4.712 0.9s2 8:70 1 3:88C ) |0.996 ; |4.56S ; 0977

吸 場
| Ts°c 0.5 8890 12.7 4.119 0.999 4.740 ! 0.987 S.020 134 3.s8C ) 0.99i 5L4.559 1 09m7

■1 9.130 157 
卜

4.115 0.998 4.769 ■ 0.904 Ss70 |156 3$82 0.097 4.506 0.080
方 向 1 90% | 2 9.340 183 1 4.194 1000 4.778 0.9n6 9.040 17.9 3.883 0.997.4.61]1 I 1 1 0.989

3 「9410 19.3 4.132 1.002 4.794 0.000 0135 111.1 | 3.88 7 0.998 4.617 ' 0.090

4 . 94i0 19.7 4,127 1.001 4.701 0.998 ' 0.13G 19.0 : 388 0 0.996 4.023 0.001
5 9470 20.0 4.132 |1002

卜 
4.792 0.909 9:220 20.2 387: s i 0.99 5 4:60c 1 0.988

7 9.430 ・19.5 4.134 1.003 4.791 0008 9.16C ) 19.4 3.89 1 i 0.09 9 4.623 ; 0.091
I " 9 9.510 :20.5 4.11570.9981 I 4.793 0.009 0.27C )20.0 3.879 ； 0.99 6 4.02: ; 0.998
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c.1 ■ •/ 、C2

: a
, 導 
: (r

放R
日時

長: ミ
...ルt 卜径力向 切繰向 
.ンG小測定止 長測定位比 長 二 n 量

kit

乂 さ
電方 切線方向

定価 長測定価止 艮
• ......

1 - " _ / 1 ド 色 _C 1 ..... S型 i -
l gr_! の Cm -......*wマー

1000
皎 淋 20°C 0 10.940 25S 4299 1.000 2 1,000 11.400 272 4.169 14 4.522

•
422%

0.5 9s10) 12.S 4.239 1.003 4.s00 0.90:1 10,130 13.0 4.107 ' 4504 0.95
ガ 向 1 9..420 s 4214 0.980 1 4.7日 0.94 : 9.770 8.9 4.115 1.9 4.383 0.900

2 9.370 .7 |4211 0.9S0 -1.710 0.0.5:1 9.690 8-1 4.11S 26 4.634 0.961
1 3 9.340 74 4.206 : 0.97S 4.698 0.943 ・ 9.080 8.0 4.116 36 4.522 0.93s

4 9.350 7.5 ・4.201 ' 0.977 ( 4.70S 0.045 9.680 8.0 4.115 26 4.524 0.93S
5 9.160 53 4.20G. 0.978 4.679 0.93o 9.500, 6.0 4.121 2.5 4.493 0.932

1 7 9.140 ・ 5.1 : 4.19S * 0.076 4.679 I 0.939, 9.480 5S 4.115 2.6 4469 0.927
9 9.120 4.0 ；4.196 1 0.076 4.6601 0.935 9.460 5.5 4.10S 2s 092s

吸 1 2oc 0.5 9.510 9.3 4.235 0.9s5 4.747 0.95 9s0o 103 1 4.135 22 4.50 0.046

向
1 9.0o 14.3 496S 0.990 4s12 0.966 10.390 14S 4.172 13 4.65 0.901

方 1 756 2 10.520 21.0 4.287 0.997 4.937 0.991 10s90, 21.5 4203 0.6 4743 0.04
3 10.090 16.0 1.271 0.9g3 4.s8S 0.0S1 10.490 17.2 417s 12 •1.710 09-7
4 10.340 is.0 4.375 0.004 4.019 0.987 10.710 10.5 : 4.189 0.9 4.724 0.980
5 10400 20.3 437s 0.905 4.914 0.9s6 10860 91.2 i1ss 09 4.735 00ss
7 10.390 10.5 4.278 0.995 4.0:4 0.98S 10890 21.5 4.181 1.1 1.734
9 10.470 204 4.282 0.996 1.923 0.98s 11.180 । 24.7. 4.173 12 4.734 0.980

----- - —----- .- 1

c. 1 c. 2
w w w"" ww *

及 0 10.115
9450,

23.7 4.175 0.99s 5.0T 0.094 10.220 23.1 3.603 0.993 4s1s 0.992

44%
0.5 15.5 4.123 0.986 4.950 0.974 9.50, 14.9 3.561T 0.9S1 4.711 0970

ガ 向; 1 9.:50 14.: 4.135 0.080 4.9u7 0.973 9460 140 3.567 0.9SS: 4.600 0.9066

2 S.s00 8.7 40s0 0.976 4.926 0.969 9.000 84 :3.514 0.96s 4.c01 04s
3 i 8.910 so 40s8 0977 4s41 0.952 9.020 8.7 3.5: 0.971 4.602 o.94s
4 s.sso 8.6 j 4.077' 0.975 4s97 0.Q50 S.9n9 S.：/ 3.543 0.976 4.601 094s
5 S.7s0 79 4007 0.9737 4.801 0.945 Ssss 7.0 ' 3.521 : 0.970 4.573 0.042
7 8.76o' 7.1 4.061 0.071 4.790 o.c4 S.sco 6.7 ； 3.50S 0066 4 572 0.943

S740 G.s 4.061 0.971 4S01 0.045 S850 6.G : 3.523 o.9711 4.576 0.0453
-マ〜*\** 1 1 1wマ。をきマで.希た... 〜... ♦-― ** I で 1 -- ・........コ 〜.......は、

導 26C 0.5 9.:30 14.0 4.122 0.086 4.032 0.970 0.445 138 o7 0.083, 4705 0.009
フ4

1 9.560 16.9 4.124 0.98s 4.963 0976 9.690 16.7 3.5$2 0.9S7 4.732: 0975
方 向 80% 2 9.020 170 4.152 0.993 4.999 0.0s3 9S50 18.7 3.619 099s 4.772 0.983

3 ; 0.710 19.0 4.146 0.991 5.018 O.9S7, 9.070 20.1 3601 0.992 4779 0.9s3
4 9820 204| 4.101 0.995 5.004 0.9s4 0.990 204 3.002 0.093 4769 0982
5 9860 20s 4.104 0.003 5.01S; 0'987 10.020. 207 3.591 0.9S9 477s 0.9s4
7 .9860 208 4.157 0.904 4.990 0.9s2 10.010 20.6 3.50s; 0.991 4.7s1 0.9S引

9 ( 9S40 20.6
・

4.1551 0004 : 5.007 1 0.085 9.990 204 ;1 3.502| 0.990 4.773 0.059



導 
価

数証 ...wn 量.

日時 =イト幸消
上 9

及
E径 向
定価 長消

Cin _

さ
切線方向 、 

り定位止 it1 
_°!」

二 さ
.. 型向 切繰向 

二☆水清定額比 定価比 JI
・gr や __cm」 ' cm

D ﾡ ; 21°C 0 10620 21.0 3.c56 0.996| 4.4000.002 10.040 224 :3.521 0.096』47S 1 0.991

・ ガ 向
*

4
1 9.765 12.1|
2 9.410 8.0 '

36101
3.624

0.0831
00871

4.105 0.931
4.207 0.033

9495
9.670

c.2
■ 7.0

3.452 0977 4.211
3.4:2 0.971 4:213

0.032
0.032

:: 9.a10 6.9 3.605 0.982 1 4:212 0935 9505 7.0 3.46 2 0.979 4.201 0.929
・ 「9.:2:: 7.。 1 3.5c4 0.079 ( 4.21:; 0.9:6 9.575 7.0 :4d49 0.97G 4.220 0.9:4
5 9.10 .G.9 : 570 4.187 0.920 9.555 :4520.9721 G.9 0.977d22S 0.235
C 9310 6.9 3.592 0.978 4:01 0.0:2 1 9.575 7.0 :.44s 0.975 4222 0.0:34
7 0.345 7.3 3.5S4 0.970 1 4.216 0.935 9.590 7.3 3446 0.975 4..35 0.0:7
8 0.305 6.9 1 3.585 0.077 4.211 0.934 9.575 7.0 3.453 0977 4.245 0939

・ 9 9.210 5.7 3.54 0.976 d.1°4 0.931 9.465 • 5.0 3.450 0.07G 4.209 0.031
10 9.250 0.2 3.5S7 0.077 4.103 0.030 9.505 3.4491 0.0764:206 00311 i I

w, 消 ・4 c , 0.5 9.790 11.1 1 3627 0.98S 4.2c4 0.05S 10085 12.8 3.496 0.989 4.321 0.9B5
1 . 9.050, 12.4 3.C40 0.S92 4 319 0.95S 10.19ラ 14.0 3.i96 0.089 4.:51 0.963

方 向： 896 2 9.090 14.7 3624 osco 4.:328 o9co 10:4C 1 145 , 3402 o.9ss 4.050 0.062
t 3 10.010, 15S 3.660 • 0007 4.:76| 0.071 10.24E > 15.7 3.500 0..02 4.413 0.002
t 4 9.050, 14.2 3.c54 0995 4.:233 0.610 10.26 > 14.8 3.515 0.994 4.40: 0.974

5 104:0, 10.6 3.C70 1 000 4.44G 0.9SG 10.69: , 19.G 3.td4 1.003 4.C4 0.988
6 10.570, 21.3 3.075 1.001

1.006
4479 0.994 10845 214 3.547 1.0034.48: 0.092

7 10.060, 22.4 3092 4.4s: 0.995 10.015 22.1 3.545 1.00:3 4.507 0:997
8 10.020, 21.9 :3.680 1.003 4.409 0.902 10,925 22.2

10.955 22.5
10,055 2:0! 1 上

3.0:7 1.901 4.50日 0.07
9 ・ 10.6s07 22.6

10 10.720, 21.3
3.0S0
3.c81

l；002
1.00:

0.995
4 487 o.c96

3.502
3.557

0.99 0 4.497
1.0064.51:

0.995 
;|000s

滋 HiI

ガ

方

向

湯

向

2o°C 0
I 0.D

30%

15°C

90%

0.D

I____ 土__________さ
域 4型ガ 切段力回;... 

比合水i定{止 必 測定紙社 長

11.060
9.050,
9.7309cfo

i 9.50
9.000,
9.0:0, 
9.560, 
0.5:0

10.090 
10.2s0
10.:0 
t0.500 
10.5:0 
10.570

「10.5:0
10.620

其 さ
it •.i お； 方 ：り 切ッガ印
G水測定f 長測定価 ﾡ

9 」 cnu.! cm 1 9 • cm
27.1 394S 1.000 4.7パ4 1 000 11.280 27.5 4.066 ヽ 4S11 0995
14.4 3.SS6 0.9s4 452G 0.950 10.110, 14.3 4.027 0990 4.59s 0951
11s : 3876 0.982 44s9 0.9.2 9.900 io 3.090 o9s1 ! 4.554 0.042
11.0 :3.s09 0.9s0 4470 0.3S 9.S:0 11.1 3.9s5 0.9so 4.524 0.9ss
102 ・ 3sc4 0.079 4462 0.0:7 9.7co) 10.3 3.979 0.979 4.522 0.935
9s 3sc4 0.979 4455 0.9:5 9.710 9.7 3.975 0.97s 449s 0.930
9.5 3.855 0.976 1 4452 0.935 9.700, 9.6 3.909 0.976 4491 0.9Ss
9.0 3.802 1465 0.937 9.730 99 3976 0.97s 4.514 00a4°9 3867 0.9s0 4.453 0:936 9.700, 当 :.9S4 00s0 4.507 0.9:

16.0 3.900 0.98S 4.502 0.95s 10.310 14.5 4.020; 
foss

0.089 : 4.5S6 0.940
1s.2 3.000 0.990 4.Ge4 0.979 10.510, 0.991 4.690 097o
19.7 4.625 0.971 10.630, 20.1 4.045 0.095 1.7s 0.975S.22 ) 0.993
20.7 :.9ツ7 0.995 4.6:37 0.07: 10.700 .:0.0 4.023 0.990 472: 0.977
21.0 ・・ n)o} 0.90s 4.65: 0.7テ 10.7:0 21.: 1.011: 0.9ci 1.7ss 0.070
21.5 :.031 I 0.096 4-055 0.477 10.750, 1.5 :30501 0.996 4.7:7 0.9s0
:0.9 0.99: 1.cco 0.97s 10.080, :0.7 , 4.052 0.997 4757 0.9s0
22.1 30:4 0:004 4.00:: 0.909 10.770 1.7|1 4.041 0.9cdt 4.720 0.076

参考文献

C.3 ・ C.4

脱 。 10.310 10.1 4.053 1.025 4900002 9.170 is。 4.103|0000|4.080 0.0s4
ョ 05|9f40,113 3.08011.0064810,0000 sc10 94 4.0010.97S|4.524 0.950

方 " 1タ 1 ・0.333 78 3S57 0.07547500.006 s.210 G4 4.0870.97S4.515| 0.247
2 9.170 5.0|384010.072 4.7c4 0.057 ・S.970 4.。 1.008 0.973,4.507| 0.940
9 9110 53 3S34 0909 4700 oc46 8.930 4.1 4.002| 0.97244i4 0.095
4 9.050 4.9 3S400.071 4.7080.c46 8.000 3.7 4.07009734453 0.035
5 9.100 51|35460.072 4.698oc44 s.020.40 4.6760075|447s 0440
7 0970 48:3S520.974 4.0870.e41 7980 3.4 4.077 0.9754470 0.938
99.040 44|386Sl0.075|41.09s 0.03 7070, 3: 4.186|0.077|4.472 0.099

ﾡ、Q oc 0.5 9470 94 3.00200e4 4.776 0.959 8370 8.5 4.141 0.9904.54 09H4
1 9.470 04 3.8090983 4.7750050 s.380 s.64,1:30 0.98S4.t42 0.9p

方 向 S8% 2 9.530 10.1 3.012 0.0894795 0.96: 8.410 9.。 |4130 0.088|4.557 0.957
« -I

3 9710 12.2 3.023 0.902 4812 (.966 8.580 11.2 4.152 0.0034.571 0:009
4 9.710 12.2 3.023 0.002 4s18 0.968: S.5s0, 11.2 4.146 0.002 4.5S5 0.902
5 10.020 15.7 3645,0.007 486s007s Sss。 15.1 416S 0.0944597 096b
7 10.170 175 3C49,00084884-0.081 9.030,17.。 418010004.c4s 0.070
9 10.330 19.3 3.955 1.000 4.889 0.981 9.200, 19.2 4.1s4 1.0014057 0.978
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Pidgcon and Maass found that the heating wvood or cellulose above IO0°C. apparently 

reduces the hygroscopicity an also the ・wood which had been dried to a moisture content of 

less than 5 per cent by exposure in the open for n long period of time attained a lower 

cquilibrium moisture content than green wood when subjected to the same conditions of tern-

pcraturc and vapor pressure.
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The difference was insignificant at low vaporpressurcS but becamc more pronounced 

with an increase invapor pressure. However, when thewood whichhad becn previously 

dricd was exposed to relative humidities near the saturation point, it apparently was restored 

to its original absorptive properties. Knight and Pratt subjected samples of wood to drying 

and re wetting and found that over a limited range of relative humidity a closed hysteresis 

loop was obtined and that repeating the conditions caused the same loop t。 be repeated. 

But these experiment is not rcfcrcd to the swelling and shrinkage of wood, while the dif- 

ference between well-seasoned wood and the green is seemed to be apparently. S。 the 

purpose of this work is to obtain the qualititative -relation as influenccd by the repeating 

sMfinkage, and therefore tw。 kinds of materials were selected for the test pieces. The one 

isc wood which exposed in the opmn for a Iong period of time (about 58 years' and the 

other reaching to the equilibrium moisture conditions to the atomospherc for about a ycar 

「. I - た
after cutting down.

The procedure wvas devised to pcrmit samples of wood to attain equilibrium with con- 

trolled conditions of temperaturcand relative humidity. The wood block having a specific 

graity 0.33-0.42 was selected and cut into 3 sufficient number of small blocks to provide 

for duplicates in cxperimcntal determinations. Theblocks were 6.0*0.6_cm. square on 

the face and 0.6 cm.. thick, and the face is tangential, radial and cross sections. The samples 

wcre dried and rewetting to the constant condition, so daily or periodic weighings and measur- 

ings were made in order to determine when the moisture content of the pieces of wood 

reached equilibrium with the controlled conditions, and the next relations detween the shrinkage 

(s) and thc moisturc content (9) wer3 found :

(1) The average shrinkages in thc direction of grain (eD were irrcgulary, as they were 

s。 close to the limits of accuracy of thc experiment.

(2) Thc average shrinkage in the radial direction (elr) were a little lower for thc exposed 

one in the open than for thc ordinally, and thc difference would be expected below about 

15 percent moisture content. ,

(8) .The average shrinkages in the tangential direction (sl.) were obviously lower for the 

exposed one than for the ordinally,and thc difference were about 1.2-1.4 percent on 

thc both of the tangential and cross faces.

(4) Thc average shrinkages on volumes (ay) were obviously lower for the exposed one than 

for the ordinally, and these reduction's ratio were , 0.74 in thc tangential, 0.88 radial, 

0.83 cross section satples.

涙菌による針葉樹材の腐朽に就いて

留 工 農林技官阿 部 豊

*

\ "ww 、 * ►
・ YurArA AnE: Dacay of Coniferous wood caused by 

Merulius lacrymaans and their effect

on the compressive strength of the wood

w・* *

: • • I緒言 二

土木建築川材並 に構造材の 腐朽 と して涙菌(家崎, ナミグタケ, ハfrulinkoywtas,Hlau- 

sduwnw, Trinnurdtoom) が如何に恐るべき仕害力を行するかに就いてはG約型(第十四か) 

のに家屋の天刑病(Leprosy of house) として記医されてゐるのを見て も明らかな如く 配に 

く から認められてみる事賞であつて, 殊に政洲に於ては家屋の構地上ﾡﾡのﾡ生が苦しく 

これが防除登については多数の弾者によ り種々論ﾡせられてゐる。我閣に於ても近年洋風 

家屋の増加に 件ひ そのﾡ生 も ﾡ次激 しきを加へて ゐ る現収に あ る。CATTwIrGmT 氏 (1) は 

本歯は淡洲にかては北ﾡに殊にﾡく分布じッシィェートにも 役生大であ る と 途べて ゐるが,こ 

のは他の一般木材朽ﾡに比してかな り 低温を好み後述の如く 28C 以上では殆ん ど 

しないので, 木邦にむりては夏手尚温となる本州よ り もむ しろ本道に 於てその害が比校的 大 

さいと考へられる。. <

涙菌に關しては古來よ り如る最術な賞磁研究のﾡ果が叙書されて居り, その生態學的, 

分類學的並に生理學約見物よ りせる研究に到りてはﾡめて詳細な報省がなされてろる。孫に 

19074から 1927 4に渉つて波炎された AlcK の Hausschwammforschyngen(I ——IX) が出る 

に及んで殆んど大成した悠がある。 しながら従來の報告はぞの大部分が歯の坐理, 態的 

性質に關する もの多 く 木材に到するﾡ朽作用及びこれが材のﾡ依的並に物団的性質とのM係 
・ ・

cつWては, 向十分なる研究報告を見るに到らない。今日公まされてみる主なものとしては 

19044 Tvueur(20)氏がマッ, ヘシノキ等の試験材に10ヶ月間, 本歯を繁別せしめた後,い 

施前後に於: ナる牝燥诅就の差を求てその耐朽性を考察せろ ものx,1030年-GAtMAs (4) 氏
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が, モミ及びタウヒの伐探季節と耐朽性との開係につさ, 木菌を用いて賞驗せる もの,共の 

他, R.. Harpig (5), Lress 及び Srxer (12) の報告 等敷例に園ぎたい。本道に於ける浜歯 

の發生については,從來何等の報告なき も,たまたま北海道大ﾡ拠み部法召林附属木材型弱 

試験虫ﾡにﾡ積してあつなそ マヅ角材に本ﾡの殺生を見, ひに範井博士によ り本歯の 

純伴分 陵に成功 したので,本邦主針葉樹材の涙曲に 依 る 耐朽性 沢騎 と 共に喙米系の ものと比 

教するため, 本道確系統種につき, 二三の生理的賞験を行つな。

血戚忙/り御便宜を與へられたへ田支場艮並び忙終始想切なる御指なを仰いだ北大 

大深数投及び製井以数投に到し深なる謝意を炎する。

・ u 涙ﾡの底朽作用

涙菌は所謂乾窩菌 (dry-rot fungus) の代表的な もの として般も著名であつて主として針 

葉樹材 を 侵すが,同時に 又多 く のﾡ葉樹材を も ﾡ朽せ しめるも ので殆ん ど全 世界に分布 し, 南 
・ /

洋に於てはマポガ=一材の原範図な損害の原因と されてろる。NsGSR (16) に依ればナ ミ ダ 

タ ケ 典はQ 63 種類が知 ちれて居り , その主な ものと しては Meruligr locryma. s,M./dnoi er, 

M. agreut,M.trciidlosus 等があ り , 就中 M./arymans がその最 も 典型的な ものであ り , メﾡ朽 

作用も激烈である。 ・

ﾡ M.iacrymanur.(Wur.r.Fr. とﾡせられるものに二つの近似種があるととが知られて 

ゐるが FALeK($) は之を過度によつて分ﾡし, その最適混座が22Cのものを M.donwrlicur 

FAier と名づけヌ 26C を適温とするものを ル. sileenerFAroド と名づけた。後者はi 

野生ﾡとﾡせられ森峠内に彼生するものであるが, 一般建築土木用材の被害の對象となる苗 

はiがであつて木賞ﾡに用ひた系統もメ前に劇ナるものであ る。

木ﾡは常通以の不良な過氣多き崎所に殺生がﾡも誉しく, 例へば台, 洋風家屋のﾡ 

瓦モルタルに包まれた木常, 換氣不良の庫"に多く, ﾡ家歴のみならナNedER(16)の著 

に 上 れば炎脳に於ける坑木の主要な窮 朽菌 と して も認められてみる 由である。

沢商にょる朽作用にﾡいてﾡも注意すべき ことは本苗が所調乾府歯であるﾡに一度材 

に封する侵入が行はれると,例へ共後に於ける環境状能が悪化しても菌糸束によ りかなり長 

期につて抵抗力を持ﾡしうることで, 之等の歯糸東はﾡﾡ, モルタル等を も 貫通 •する能 

力を行する。更にス靴燥に跳してもﾡい抵抗力を行し Neae(16)は本ﾡがセルローズを分 

解して水を生する能力が他歯に比して嵌めて強力であると指ﾡしてかる。

1 こ の蘭が土台,床板等に委生 した場合に は,床板の上部に子賞盤や商糸が山現す る こ 

と はﾡんど科であつて,.事ら味根の下mに繁ﾡししい場合には味が商ﾡして始めて木苗の ・ 

發生に氣付く場合すらある。

涙菌の子實間は附圖第 2 c見る如 く 炎面で村炎に尾不にﾡ流して生するが, 霊u 

方向に生ずる場合は突出しだ因歸形状を呈することが知られてゐる。實賞は生時柔歌にして 

肉質を帶びてゐるが,後にホ質となる。大ささは種々であるが大きいものは直係50cm 以上 

に及ぶこともあろ。新ﾡな状態に於ては多量の水分を含みこれがﾡ刑色の水流となつて炎面 

に分泌せられるので淚苗の花がある。子實的屮央の子實層托部は好質を帯び,不規則に秣起 

労山するか又は網状をなせろ低い域ﾡをJへ茂孔を生いてゐる。 子ﾡ器の内部及び材商に 

生する部分は雪白色の苗糸からな り ス, 殺の永も新ﾡな部分はﾡ白色の商糸からなつて 

ゐ ろ が中央部は 賞欄色ヌ は喑初色で緣邊に 向け次第に 淡色であ る。村に 制匐する 苗糸 は最 

初雪白色に して緻密な羊毛狀の乳緑を呈するが,ﾡ朽の後期に於て材の乾燥するに従ひ坐合 

制旬し釵灰色の紹狀の菌糸で表面を形成する。

本商に よ り 腐朽 し た村は明 ら かに電裂性色朽を示 し,鈴め賞色であ るが後次第に渡 

柳色に變する。材質は腐朽の進むに從ひ漸次脆弱の度を増 しネし く 乾燥重策の減退を來す。 

休下画iに我生した場合には量のﾡに床の墜藩をポ したことがある。胞子は短期間に 多量に 

生確され,子賞間が床ﾡ下mにのみ委生せる場合に於ても床板のI硫から上部に噴出して密 

内に 散布 され,貯蔵中 の 印刷用紙 その他室内にあ る Lての も のが全岡に涉つて祸色化 しなの 
・

を存めたことがある。

(に述べた如 く 本菌は理裂秘物色朽 を 因ナ るものと言はれて ゐるが, 画*は証々 なﾡ 

楽を分泌するのでﾡ朽力はﾡめて激烈であり, 細胞関中の ヒルローズのみならナリグ= ン 

物をも溶解吸牧する能力を布じ,更に渡物, 蛋白質等の細胞内容物を も使すと言はれてゐる。 

木菌自身は菌糸の生育によ り 維酸行次の緒命を生成すると と は普通に观察されるが,材に 

含まれた於酸石灰の結呼,樹脂ク ン= ンぐSは避けるとはれてみゐる。高朽材は乾場せるもの 

は牧納 し 易に物化 し得 る が水 を 吸収す る と 系談な チーズルとなる。

m 涙菌の生理的性質
* *

o) 各種ﾡ養基上にかけるﾡ糸生ﾡ献験
・ • ゝ、

一般に 木材ﾡ朽西の種 々の生理的性質 を究めんとする製合に, 如何な る組成の養基が

Wur.r.Fr
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その生育に最も好適であるかを知るととはﾡめて重要なので, 木尚 についても 6種の会天埼 

柒西、を使用してごれが生長ﾡ態を設祭した。即ちﾡめ調製してあつな養焼を殺苗べ ト リ 

回に分注 し, 冷却同化す る を以て直ちに血の中共炎miに別にﾡ管内帰飛逃上に 査 Lt さ 

たる商ﾡの一部を佐少の変天ルと共に移満した。1 種類の指養歩にﾡし5箇のべ ト リmを刑 

ひ 29C の定酒器Pに置さ移殖後 14日 ﾡﾡ績養し毎日 1回定時に糸○生長ﾡを定し 

たその結果は第1表の如 く であ る。

第 一表 各種括義基上の菌糸生長量

ーマ
H r 函油|

! _ [

ー コ
人全 

1 サ天
』鈴羽 |

中天火天1 合Mペ」

cm i 
1.44

cm I 
164

cm
1.71

cm 
0.47

cm 
1.32

cmi 1 
0.9:

cm 
1.25

4 1.70 1.94 2.08 . 0.51 1.4G I 0.95 1.44
• 5 2.05 233 2.54 0.57 1.6G 0.97 1.69

2.54 ・ 2.06 3,01 0.63 2.02 1.04 ・ 1.87
7 2.9G 2.34, 3.57 0.52 246 1.15 237
8 3.35 3.89 4.17 0.76 2.85 . 1.19 2.70 、

9 3.ss 4.34 4.53 0.80 3.19 1.32 3.00
10 4.19 4.09 499 0.85 ・ 3.4s . 147 328
11 44 5.07 540 ・0.90 3.83 1.53 3B5
12 ; 4.98 5.50 5.94 0.97 4.25 1.61 390 ・
13 636 5.08 ・ 0.50" 1.02 4.53 J.c8 4,19
14 5.81 6.45 7.21 1.23 5 01 1.74

・
458

上炎に明らかな如く首糸の生長量は玉動案変天に於てﾡ大で, 人数変天, 強油寒天之に

次ぎ,馬窮罂或天,合成寒天の順序であつた。 この實験に使用 した合成培養基は PmpPR及

び HvPmntex 氏(17) 等が特に木材福朽菌塔次に適當であるとして發表されたものである 

が, この實驗では殆んど空中曲糸の生育が認められなかつた。ス1 日に於ける苗糸の伸長M

は日をﾡるに従ひﾡ大し19日目に於て最大にし, 玉ﾡ系ペ天にかては不均066cm c述す

る。CAnTwRrau 及び FrNprAY(2) は次ﾡ歯糸の生長事は不面ﾡ養に於七は適滅にして生

育株件最良の場合毎日 0.8 cm の加を示すと述べてゐるが。本實験では とれよ り も稍々 小

* 区油炎天培養基 署 油 50cc 玉ﾡほ出液 160cc. ﾡにﾡ 25gr.
姿芽寒天培養基 ルか末30gr. 治水、1000cc 寒 天 15gr.
人像浸 川寒天培養基 人 ﾡ500gr. 水1000ce 楽 天 20sr.
厚鈴突天指養 ﾡ鈴500gr. 海水,1000cc 突 天 206r.
玉ﾡ系ﾡ米災天養 玉ﾡ系紛末15gr. ※治水1000Cc ﾡ 15gr. 
合及指売 . ﾡ戦二加』 4ar. ブスバグクギン

ﾡ識ア ンモユウム 2 gr. 酸マグネシッム 
炭然カルシウム 0.25r. 臨ヒカルシウム 
初省槽 40gr. 蒸ポ水 10920c 楽 天

蒸ﾡ水 800 ce 天 25 gr.

4ur.
2 gr. ,

0.1Wr, ・
16gr.

さ い数価を示 し な。尙枝油寒天格着状に於て は附岡第 1に兄る如く 表面関糸の密度,倒伏の 

狀態によ り 1種の環状線を作るが, 他の冷養基に於てはこの特徴は全く 信め られなかつた。 

ス茶の着色は, ﾡ油変天のみ納々資色に製化じた。從つて歯糸の發育堂は空忘黎寒天及 

び人•整寒天培衣索に比 し劣るが, 空糸のﾡ度尚糸生育の情役養の色"から設す 

るとき はﾡ油な天求姫が本の養に 最 も 好適 して ゐる と 者へられる。

b) 苗糸の生長と温度との關係

本商崎糸のﾡ育と温ﾡとの開係については FALciに(3) はそのﾡ道温度は 18～20C, 最 

高預界油度は 27C であるとし又 MlJRNKOVIC (13) は 22C であると述べてゐろがその 
・ • ・

後 HUNmsY 及び Srccgr (7) の耐氏は政洲系のものと米図系のものとに逃異があり,前 

者はある塔殺塞上で圾適濃度 26'C, 最高ﾡ界ﾡ度32C を示し他の埼永では最遺通度2rC 

最高限界温度 3ずC であつて氏"の分知による好中間温座群に劇したが, 後者即ち米民系の 

ものは最適温度 20G, 映混座 23C で好低通座ﾡにﾡしたと述べてゐる。一方北島(10)氏 

は本邦産の も のに就いて賞絵 した結果 は最適消度 20～25C で, 北米産の も のに近い結果 を 

示したがの賞験に用ひた木道産のものが何れの系統にﾡするやを知る母, 各師の混度下に 

於ける培養状験を行ひ次の如き結果を得た。各製位は業後 14 日目に於はるべトツm各5 

ケの平均を示す。

第2表 各異温度に於ける苗糸發育量
・ー ー .. _ __ .ー ーー---一一 —— -...    - _ ....

温 変
ﾡ 発な、

18 20 24 26 28 30

cm . cm CIn
5.27 I 5,94

「 ド.]

ci cm
・ i 寒 犬 4.78 5.07 2.14 土 — —

e 那 ド 天 4.30 5.0S • 497 4.13 3.0s 士

馬命警ﾡ天 2.;1 2.48 2.97 2.16 1.:52 ; 一 -

3.83
、 1

42s 4.03
1 __1

3.79 1.S5 -

唯 一中 一は全く独しないもの, 士 は登 ツの応 跡 を：S め たること を示ナ。

最適薩は 22C 附近で 28c を超える ときは殆んど生育せず,本位の系統 も 又米國系

のものに近きととが明らかである。

尙本菌の 商熱に到ナ る 振抗性について三=の賞験 を 行ひ次の緒果 を得た。

FArcド(3) は40～42C で 30 分, 49°C では 15分で死滅すると述べて居り, 北島(10) 

氏は 00C. c於て5分で死Mすると彼炎してゐるが, この實驗の結果は之等よ り桁々高い救 

値を示し,高熱に 對する抵抗力の幾分強い ことを明 らかc した。
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第3変 高熱に封する苗糸の抵抗力

座
a み 10 分 30 分 6o 分

-----------二

・1:。 分 24 時 h り

30°C - 、 ママ - .. - 死せず
40C —

・
死がせナ 死巡せナ ・ •

45'C — - 死ナ ・ 死紙ナ - • —

5ic — 死域せア - . 1 ヽ ・
65 C

w* 神 " - 1
死せず 死iナ

---・- ¥--- - #*** ・
1____二 —

IV 主要樹種に對する腐行試験

人 工的に或一定 の 環境條件 を呎へ て 木材にﾡ歯 を接種し, 一定期間後その陥朽状館 を 

調査して木材の耐朽性並びに燃朽画の従書力を制定せんとする試みは 1904年TvetTC0) 
が本ﾡについて行つて以來多数の報告が發炎されて居り, 我図に於ても北ぬ(11), 逸見 (©, 

+代田(18,水本 (14, 電井及び風(8) 等各氏の薬績があろ。併し ながら涙菌に對 して は前 

記 Tveir氏の外 GAuAぶ(4, Lrpss:及びSrAxen(12),北ぬ(11) 氏等の報吿があ るが, 

ﾡ明確な結論を興へ られてゐないので,本賞にかても本邦産の主関針葉樹に到 して接種ﾡ 

験を行つな。

賞験に用ひた樹ﾡ木道確針葉樹5種と, これと比較する意味で内地産5和を選び計10
種である。

1. と ど ま つ 4bies mayriaa MrAnr et KUpo.

2. 2 ぞ ま つ Picea jezoensis CARr.、 .
・

s.. あかえぞまつ '/ Glelii MAsT./

4 か ら 主 つ Larix Kacnipf： ri SARc.

5. ・W ち ゐ Taxus cusPidata SIpp.ct Zi:cc.

・ 6. ひ の き ChamaecyParis obtusa Srgn. Ct ZuCC.

7. さ は ら " " Airilera Sron. ct Zucc.

, &. か うやま き Sciadofitys oerticillaa Sren. ct Zucx.

9. ね ナ Thuja Stdirtii CAnn.

10. ひ ば Tljopsis dolailata SIer. ct ZUcc.

1) 管 方法

各樹種心材部 より 2*2*8cmの験川をとり経化重派をﾡ定して後, プナ鍋屑を入れ 

た 1900cc のヱル レンマ イエルフラスコに, さの方向に約/ ﾡ間中に打入してu立せし 

め, 常法に依り殺菌し,別に培養 した涙菌の苗衆を接航 した。これを sy〜2C を保てる定 

混器中に 一定期間置 した後,ﾡ朽後の認m述 を F量 し博朽度 を測定 した。 常の耐朽試 

ﾡに於ては6ヶ月又は 1 4等のかなり期の期間を用ひるのがポ通であるが, この實験では 

正に引績を腐朽材のぬ滅を測定する爲,比汽的短期間を用ひた。尙合水率は厳密に一定なら 

しむることは不可能であるが計3上100～130%の間にあらしめる如く した。Jち業中納 

栓よ り 継えす水分が熱殺するので一必ﾡ川御に科述し, 染殺量と 同量○殺藍蒸海水を海加 し 

て終始適常の水分 を保持する よ う に注なした。

b) 實 験 結 処

各フラスコは夫々一定期間培養後試驗片を取出し,外表に發育せる苗糸を叮なに除去し 

て直ち其秤丸: して含水率 を測定 し, にび絶乾と してその重述を稀定し試験i後に於ける 

iのﾡに よって席朽度 を定 した。

承養中の苗ボの發方状態は树前忆よ りかなりの逃を示し(附ﾡ第6参照) ェゾマッ, フカ 

エゾマツ, カラ ッ等iに ありては, 接種後 3 日内外に し. て 昵 碇なる空中苗糸の發育 を開始し, 

約1 ヶ月後に於ては雪白色の紙術な苗糸がﾡﾡ材の全面を被ふに到つたが, ヒノキ, ネズョ 
・

等に於てぱ空中関糸の發育悪く,ﾡ大な商糸が村炎をﾡめてくﾡなするに過ぎなかつた。 

就中ビバはﾡ糸のﾡ育が最もﾡく数岡接種を反衣したが達に表面道糸の仲炎を認めるととが 

出來なかった。※糸の役府は一般に鋼開炎面に接種せるものよ り も試験片の上部に接的せ

ろものゝ 方が良好であった。 .
V

種後1 グ月, 3ケ月及び5ケ月を紙なるものにつき重述減少を示せば大の如くである。

第4表 樹種によ る血量減少率

ニ :.... .

- 二 -_______

- 1 2•JJ 3 ヶ JJ 8 ・ 月 A 位
•

・ i 少 i 疵少率 減 少 量 「u、少 率 i少量 i 受 率
wギ

ト ドマ*
g 

0.22
%•

1.80
g 

0.1
%

36 0.6S 5.72 4
ゾマツ 0.34 ・ 1.S3 • 1.35 , 10.50 2.00 15.00 3

アカ ゾマッ 0.00 ・ 511 1.77 47 2.31 291.00 1
カラ・ツ 0.25 2 22 0.93 ' 0.12 1.50 13.60 s
イ・ト 0.17 1.07 0.0s 0.49 044 3.02 5
tノキ 0.05 0.31 0 .0 0 0 9

サ.ッ ッ ・ 0.25 :.J7
、1 0.20 2.05 o15 1.52 0
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誹一 培養期間 1ケ月のものは遺初4ケ』の怎定であった が,拡証後 30日目 に世温ﾡの放所に 文 

り通度上兄し 70C 以上に上つた○で冗に上 りﾡ糸死越せるととが:成のされたので, 質E 
は4ヶ月放置したのであるが, ここでは1ヶ月とした。

掛
I ケ 月 3 ケ 月 5 ヶ

A "
少量 設' 量 n 少 率 設少量 i 少 N

カ ウ ャマキ 0.07 od 0.07 oが
平 0.08 0点 7

ズ コ 0.04 0.40 — — — 8
ヒ べ — — 0 0 0 0 10
平 均 1.58. 4.23 5.06

第 4 表 に明らかな如く 樹種別の重量減少率は各期間をじてﾡして類似した傾向を示 

し,常に滅少率の最も大さいのはアカェゾマツで帰姿5ヶ月に於ては 21.9% を示し, これに

でエゾマツ, カラマツ, ト ドマツ, イチキのﾡで, カウ ヤマキ,ヒノキは殆んどﾡ朽して 
・ -・ " ・

なv。ﾡヒパは最もﾡく,全期間をﾡじてI量の没少を認めなかつた。北め(11)氏によれ 

ば針業樹主交朽歯 6 種に對する試験に 於ては,カラマツ と ヒノ は前々 同校な耐朽 を示 

し的朽性强となつてゐるが, 浜尚にﾡする抵抗力はカワマツは開く, 一般にと等よ り も耐朽 

性ががな り 引いとされてゐるエーマッと格々同校なﾡ仙を示してる。御番一般に本道産 

ﾡ業樹は内ﾡ産の諸樹種に比べて耐朽性が先る と言はれてがるが,次ﾡに登しても明ら かに 

類泣した傾向が'認められ,内地産機種に西敵しうるのは木道商樹面中イチやのみである。各 

期間の不均項量波少は夫々 1.58%,4.21% 及び5.96% であつて, 一般木材朽tに比似 

して必しも大さい数価とは言へない。 - ・
・ ・

変商朽駿ルは一様にﾡ裂性赤のﾡ態を示し,層朽のﾡしく進んだ部分は指川で容易 

に都化し得たが, 特に樹程に依る物朽狀態の特徴は認められなかつた。ﾡ3 ヶ月養して 

ﾡ朽のかな り んだ ゾマツ の試駿片 を細か く 切断して 250 箇所から切片 を とつて幽徹鏡觀 
二 ・ -

察を行ったが,材の内師に佐入するK糸は大部分 2～4mimに止主り, iに 6～8mm に述す 

るものがあり, 材表から 1cm を距てな中心附近にありては殆んど歯糸を認めるととが山ポ 

なかつな。ス内部にﾡ達せる諾糸は, 似等管内を縦ﾡするものが大部分であつて, 細胞映を 

資ﾡする商糸はﾡめて陥である。従つて繊ﾡの方向にはかなりの進入を示して居り 3emiに 

及ぶ場合があつな。 一

V 腐朽材の魔縮強度試驗

a)賞監方法

接ﾡ試験を行つた2*2*8cm の供試ルは絶求核uちに 4分して 2em 立方置4箇と し, 

絶乾狀態に保持して婚縮試験を行った。※崎朽村の別と比校ナるﾡに崎朽試ﾡに使 した 

試験ルと同一崎所よ り木収つた健全材供ぶ川のﾡ度調定をも併せて試験した。ﾡ府朽せる試 

験片は最初正確に 2*2*8em の大きさに木取つてﾡの埼養を行つたが,ﾡ朽及び靴ﾡの精 

果和度の牧縮を米してﾡﾡに多少の塗逃を生じたものもあるがとれに、る誤基は, それほ 

ど大きいものではないと考へられたので, 特に肉眼によつて見分け得る如き甚しく收縮せる 

も ののみ實際の明積を測定 し, 他は凡て便宜上强度の計第: は 2cm立方ﾡのものと して行つた。

荷の方向は繊維に不行方向である。
・

b) 賞f 試 掛 果

各樹種をじﾡ朽材は一株に従企材に 
・ •

比技して强度の減少を示してゐるが,ヒバ 

に於ては窩朽によ る量波少は認め られな 

いcもかゝ は らナ, ﾡ度は健塗材に比校 し 

て 1 ヶ月のものはんど迷なきも3ヶ月及 

び5ヶのものは10% ﾡ戦少 を見てゐ 

るが,とれは接ﾡ試験に刑ひた試ﾡ州は健 

塗材にし, 比が平均約7災大さいため

・と考へられる。

一般に材の朽が全く認め られないに 

も か はらず寝朽履驗の處理,例へばオ - 

トクレーブによる高蛆殺菌及びそZ後の比 註一 数旗は 各 1〜16 ﾡのr価cである。

第5表 健益材及びﾡ朽材の賢縮強度
・*. - - ......- - ........

* *......wマwママ

- ﾡ_級 独 座 (kK/cm)
健で材 1 ヶ月 3ヶ月 5 ヶ月

卜 ドマツ 542 449 404 405
ェ ゾ*ツ 6S4 o1s 526 301 .
ブカエゾマ ッ: 525 163 - .323 23s
力 ラマッ 460 . 403 39s 2s2
イ チ ト 7s5 : 737 729 574
ヒ ノ キ S18 736 553 6s5
サ へ ラ 571 412 102 3sos
力 ッ ャ マト 464 444 :6 305
* *= 504 43 1 一 —
ヒ バ 594 606 | 533 53s

---www
601 54 : 413 379

較的高い含水率の下で,数ヶ月一定温度に保つことぐの操作が材の艦縮廻度に形容するか否 
・ *

かについては従米何ぐの報告もな されてゐないが,このﾡ係を知らん と して本實驗に於ては 

操作を全 く 同一に して兄閩糸の接地のみ を行はなかつた ヒノキの3ヶ月及び5ヶ 月 を経後 

の いoc さ そのM新ﾡ度を測定せ るところ,共々 不均 796 及び 808(kg/che)で あつて, 通常

の健全材に比して殆んど差が認められなかつた。
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c)糊朽変と強度との關係

一般にﾡ朽度即ち材の重量波少ﾡの大な るものほ ど 强度減少率の大きい こ とは勿論であ 

って, 本實族に於て も 明 ら かに この傾向が認め られるが樹種別のW朽座とﾡ度波少の開係を 

示せば第6変の如くである。

第6表. 樹種別の武長減少と強度減少率

1 ケ 3 ヶ IJ 1 5 ヶ
1ン】 4*

1fni少* ﾡ座i少 重量減少率 少中 IT量t少 価度減少率
-----------

卜rマツ
死 

1.89 ieぷ %
3.86 ・ 25.48 % 

5.72 、 % 25.09
エッマッ 1.83 9.12 10.56 22.65 15.G0 46.91
アカキゾマッ 5.11 11.81 1447 • 38.07 21.00 54.07
カラッ 2.22 12.39 9.12 28.70 13.60 38.70
イ チ ヰ 1.07 7.39 0.49 7.13 3.02 26.8S
ヒノ* 0.31 10.02 0 32.40 0 16.26
サへ 2.37 27.85 2.05 20.c0 1.52 30.30
カッヤキ . 0.05 14.31 0.76 20.74 0.86 34.97
ネズコ 040 14.36 - — —
ヒ べ 0 ・+,2.0: 0 10.:7 , 0 0.3

平 均 1.6S 12.35 4.23 • 34.96 5.06 31.30
ー ・マー ・---**

即ち玉量滅少卒のﾡも大きいカエマツが強匠渋少に於てもス域大で,前者が 21.9 
%に對し強度はその半ば以上を诚じて 51% となつてゐる。ヌ地産樹種と本道産樹ﾡとを 

比皎すれば内地産樹極殊にネズコ,ヒノキ,カツヤマキは本道産樹助に比して腐朽と強度と 

の關係が統敏である。即ちアカエダマツ,カラーッ, エゾッ等に於てはﾡ度の波少が:25 
%にするのは, 孤t以少率が:7〜11%.の附近であるがネズコ, ヒ ノキ等にかてはﾡ朽度が: 

1～8% の場合にかてeに強度滅少が 25% にしてろる。 ・

本道後針或樹 5種中ブカェゾマツ,カラマ ッ及び ゾ マッ は概 して同樣な傾向 を 示 L,In 
基波少率 14% 內外で強我が大約 4% 内外減少してゐる： の他樹種により二三の特性が: 

認め られるが, 質仙数が十分でないので明確な結論はﾡ船來の賞線に快たなければならな

•_、

え, 塗樹種を通 じてﾡ朽座 と ﾡ度との関係を示生ば第 1 圖の如く である。

LIese 及び SpANen (12)W氏は浜商によ り 腐朽せしめた松邊材の 軍常減少 と 呢度減少 

の開係について賞像し, 12% 少士るものは 51% の理度減少を示し,更に 20% の場

第 1 田 求景減少期 と 強度減少率の EN係
・

エ ・

サ •t•
水,。|- ・

合には 75%の波少を來しなととを根告してゐるが, この實目では兩氏の結果 よ りも強度淡 

少率が捫と 小さい。ヌﾡ1回にる如く木脚験では, 種々の機種を刑ひたこともり係して同 

※の間に明らかに例的な限係を見出し得なかつたが, ﾡ度の淡少は孤量減少上 り も巻激で 

あることは明瞭である。笠井 (9).氏によれﾡ朽商は木村の賞質の或数量を賞際に破壇する 

に先立ち化學的に先づそれに苦しい變化を與へる ものであ り, 従つて材の強度の淡少は直糸 

cs って 物理的に細胞舉が期面す るに逃くよりも, むしろ 細胞購物質の化學的経化(ア ル カ 

y 可担 物質の増加)によるとと ろが大で あると の設があ るが, 若しと れが事賞であ るとナ 

れこの質融の如く, 庆摄 の減少以前に岁る しWﾡ度の低下を見るこ と は賞然っ なづかれる\ ; , w
ととろである。 . ・

御W朽に よ る須: 疑減少率 と 強度減少率と の關係については,十代田(网(19) 氏がワ タグサレ 

ク ケによ る建築川針葉樹材の人工何朽試驗を行つて實.表式を作つてゐるが,本N験の結果は 

同氏の實験式よりも强度減少率が彳ない。元來この關係は樹里 木材の腐朽型羯 帽朽菌の屋 

宮力,賞験方法により種々の逃を生することは営然で, 今後仰多くの研究によつて解決す 

べさ種々の 間画 を 含んで ゐる と 考へ られる。

• V1摘要

土木建築川材並びに構造材の阳朽歯と してﾡﾡ力の最も大きい浜間について二三の生理 

的實驗及び針葉樹材10種に對する腐朽試験を行ひ,併せてその宮朽度と期度/少率の關係 

について考察 した。 ち,

1. 本道に發生する淚苗は米國系の も. のと 同じでその最適温度は 22～23°C で28C を超え
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ろときは殆んど生育しない。又 60°C では5分で商糸は死滅する。

2. 本蘭の各種培養基に対する生育は醬油寒天培養塞が最も適強であり,次で馬鈴求変天, 

人匏安犬姫が良好である。

3. 本道産 5 種, 内地産 5 計10 ﾡの針業樹材にﾡする州朽融験のﾡ果は紙して木道確樹

種は内地産のものに比し液商に到する耐朽性朝く, ニゾマツ, カラマツ, トドマッ, 

及びイチキの順でイ チキのみが, ﾡ々 内地産にび敵し うる耐朽性を行すろ。

4 全樹種中 ヒパが最も強く 全く 优の生育を認めすけも弱いのは, カェゾマツで5ヶ月の

培養で減少率が 21% に姿した。

5. w朽庭 と 强度減少率の關係は 明監なﾡ設は得 ら れなかつなが, 朮:址減少 に 比して 強度減 

少率は遙かに大きく,銀ーは減少が 2～3% で强度減少が 30% 内外に述するものもあり, 

21% では 54% に達した。一般に期朽に上 る 强度減少",腐朽の初期に於て林 しく この 

関係は殊に 內地鶏樹極に銳敏で烫つた。
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Resum6

1. It is nlmost universally recognized that Mferulius lacrymans causes extensive damnge to 
buildings and wooden structures, or even in piles of stored lumber.

* *
The present paper deals with the results of some physiological studies, laboratory test 

on the duraability of Japanese coniferous wood against this fungus and effect on the com- 

pressive strength of the dccayed-wood.

2. The optimum temperature of the mycclial growth of this strain was determined to be 

22°—23°G., while maximum in 28°C Raised up to 60°C.,it died after some 5 minutes. 

These characters regarding growth temperature piade the writer consider this strain as 

bclonging to the low tempernture group. of HtxPunEY and Sracrr's classification (7). 

In this respect the strain of Merulius kacrymanslin Hokkaid。 is certainly more alike to the 

American strain than t。 that of the European which was reported by him.

In fact, the marked heat sensitivity of this fungus is held to be responsible, at least in
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4T交上にポけ る ﾡ株の止F催

part, for the reasoning that it may causes more extremely damage in Hokkaid。 rather 

thanin prov. Honshn.

3. The growthhabits of the mycelium on six different agar media were compared. Among 

the culture mediawercused,thc Japanese soy with onion decoction proved to be the best.

4. Decay resistance of 10 species of coniferous woods were tested, laying them at 2ピ-23C・ 

in the incubator after inoculation with the mycclia of this fungus in concern.

Of the coniferous wood used in this experiment, Tiujotsis dolablata! were proved so highly 

durable under favourable condition to decay that was unable to recognized signs of mycelial 

growth on test blocks, whilc Picda Gleinii most perishable under the same conditiors and 

loss percenitagc in weight after 5 months incubation was 21 percent.

5. The reduction in the compressive strength was found to be closely corclatcd with loss 

in weight of the test-pieces and former increased more rapidly than the later, as shown 

in Fig. 1. -

左上 人お大然 中上 ﾡ油委 右上 玉ﾡ系ﾡ 

下 人英培養止 h下 』鈴必養 布下 合成楽培養

附圏第2 附園第3

エゾマッ角材上に發生した涙曲子宣体 (*1) エゾマツ材のﾡﾡによる順朽状公 (*1)
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附園 第5
= ゾ ッ村上○歯様ﾡ多放の水務の
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附田 第6
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エ ゾマ ッ材の引 張, 艦縮比較試驗 (1)

農林技書 澤 田 稔

MIsOnU SAwADA :Comparison of data for tension-parallel- 

to grain test and compression-parallel- to grain test® 

of Yezo-matsu [Picea jezoensis CAnr.] grownin Hokkaido (1) 
熱・ ・

卡、• 1緒 言

木村を繊維方向に仲えはﾡ縮する場合, その鋼がどのよ う に して超るか, 又この兩 

者の逃県はどの種であるか,.等に開して,極めて権ﾡ的な此核ﾡ祭を行つてみよ う と思ひ 

北海道ﾡクロエジマッを材料として試験を行つた。元來,この試験は, 道産クロエゾマツの
・ ・

材貿的特性 を檢时す るために行はれた も のの-部であ る が, 木材の一般的な材質研究に到ナ 

る一つの資料ともなれば幸ひである。

I試験方法

1 .試 料 本洪験に供 したクロエゾマツ は北海道 苫小牧國有林篷の ものである。

. 第1回感ル

a.B ﾡ 雑 F し. 引 張 試 ル

平位: mm早仕:mm ・、
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二 (何に, こ、では探平試料にWする現境調査の制果は行略するが, 別に機合を得て報告すナる］ 

である。) 試協の寸法及び木ル法は第 1回l a,b に示す如く である。

2, 試路装置 使用せる試驗俵は, ムスラー型油歴式10 トン材料汰般機で,こ 

の場合は荷工然を2 トンに切換へて使川した。(政小同盛は 10kg である。)河性試誨に於 

ける荷刻みは, 引張試場では 30kg, 証縮験では 100kgである。又變形量の測定には, 

*テンンメーター (鏡式)を 用 ひ,10 'em まで精密に讀み得る よ っにした。との場合の規 

(Guagc Iength) は 6 cm で引張, D締術試共に 一 , ルr:Hgwアク:r.

III 試驗結果及び二,三の考察

39

1四限界に於ける引張,歴縮雨者の比較

" 比例原應力 ("ykg/em) 比例唄ﾡ力に関して認められる,5ﾡ, 壓縮兩者の苦異は 

かなり"しく, '(i度を相"しくとれば,ﾡIはﾡ縮の約5倍にい位を示している。審 

秋密度を "oと»けば (以後はﾡ積度にﾡしてはこの記ﾡを用ひる。r。と引張例唄略力: 

のy-. 及び不綿比例限恋な： c,.。との間cは, 似的にの線的関係が成立ナる。

についての平均値は第 1 表に示す通 り である。

試片中央の桩目面に設定した。 徜at速度i 型形連

- -

3. 荷重速度及び變形速度 衛巡圧及び サ 欄
• : cm/cm/min.) S,53・10- 50

聚形速度は各試片毎に之を測定 した。引張及証縮 47 3,83.10-4 30

4. 試験室内に於ける淵度及び關係濕度 本試験は 1948 年 11月1日より 同年12 月

7 日 に 直つて實施した もので,その不均宝内気道は約13C(50F»不均開係逃ﾡは約66% 
で,仙xの試感の度に測定したものであら, 詳細は沿にげてある。

'0, 三 2832 r。 - 312 (1)
"p.。=1621ro-322 (2)

次に,"。=0.360 の場合について兩者を比校

ナば, 第4 姫の如 くなる。(m し,u: 合水)

に, と との賞論的関係は第2 a.
及び b に示ナ通りである。

第 4 表 比例ﾡﾡ力(の,) の比校

dp (kg/cus) ・・盤

-ニ-

" s
70S 270 0.360 17.0
202 100 0.300

. 当
17.0

5. 試験片の基ﾡ的ﾡ件 引張及び雌縮試験はC, 同一供試材よ り比校的近接し

第2表 引張及ﾡ絡供試川の係件比較

年Kゃ : (/cmo)

• ママ。ママ, 
ル , 試時 .*ル・ハ 也 睹血 管

改川数
二(る)

・ー.. : i-J 4今**"44 1さ-(2る)

ﾡ 75 ・n 0i06 0347 71.8 50
0.430 0.30s 70.5 30

常 比比重 1:56 とするo

た部位で木取つたのであるが, 

映ル金MとしててこのWHの 

試喩片はその基礎的條件に於、て 

若干の差を発れなかつた。 (第 

2表)依つて合水率 (17+0.5)% 
のもののみを比核の到吹と して

できるだけ條件を単純ならしめようとした。尙ほ,•この場合,比例限應力,破壊強度及びヤ 

ング率等の値に関しては容钻密度 0.360 に於ける場合に換算したもの,他はその不均価に止 

つて比桜した (第3表)・ ー ・.

第3表 含水率 17% (16.5〜17.4)に於ける柄者の比較

作前座 合水A ； ・ 部;出度! 空回 状片敷

, 浦.
・ リ 76. 17.0 0.414 0.355 71.3 283
ic 毎 1 8.5 : 17.0 0.429 0.367 70.3. 29
*剛者の 
換山

17.。 0491 i 0300 、70.8

特行 0.360 と して計したも 
のである。

仙使換算大は
引l 張: k, =1.135 ト。 007
I 締: zu=1.167r0 1-0.001

［火は・チ=1.15ro1-0.0007］
rw:ﾡ預, "o:容積術性

oa/ ◇35 " o

b. 比例限至(%) 北例駅ﾡは,引所,ﾡ縮共にr。との川に一定の閲係がみとめられな 

ve 故に,.その平均値によ つて兩者 を比較する に

引 版比例 限 至 : a,-= 51,7.10-
跳縮比例限歪 : 6,。= 22,4.10-3 •

枚に 6p-・ -24 6a。

即ち,本試験に供したエソマッ材にあつては, 合水率 17%の状態にかて, その引性的 

ぼは, その短縮布: に比してはるかに大きい ことが明らかである。

c 比例限仕事量(4 kgcm) 供試州の小央部県位寄積なりの仕量で一般に炎式で示
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される。 一 、

• 1,、 ・4ッ= 2 "p のp
尙ほ,引I脈, 延縮の各10 ケづ、については, 應力〜歪線 働上, 直接これ を ブラニ メー 

クーで實測し,破壊限仕寸除一後出一との比校を行ったが,これについては後に述べる。

4, と r とは,銀院或る程度比例的と見ることができるが,その個異优は少く,殆んど 

不均価によるも迷つか父ないと考へられるので, こゝでは平均値を以て比較する こ と cし 

た。(詳細な data は第 10 表参照)

引張比例限仕事発: 4.. = 1.81 kgcm
ﾡ縮比例限仕事 : 4n-e= 0.31 kgcm

故に 4-, 行5.8 4,-e
この結果より明らかなように,エソマツ材にあつては, その弹性エネルギー (見掛けの) 

に於て, 引張は;単縮より はるかに大で； 約 6 倍にも達していることが分る 6
d. ﾡ性率(Eton/em)ーヤシグ本。引氏, 艇縮共に應力〜造關係は,比例外内では, 

かなり良好な直物的現係を示しているのでそのヤング率もﾡつて比散的軍純に定められる。

cor ング率 E もr。 と 近似的に直線的關係に あると見 られる ので次の關係式 を等いた。

引張ヤシグ率 : E. = 527.25 r。 - 61.527 ⑶
M縮ヤング率: E。=65024r。-116.425 ・ (4)

又,r=0.860 の場合について,南者(E,,E。) を比桜すれば第5炎に示す如くである。

第5表 ヤング.率(均の比較 第6表 E の平均値による比修

-k.we
マ-マ----------マ- • ~ *-- ママ 〜マ

ro " % E (ton/cm") " %

引 强 128.283 109 0.360 17.0 125.051 102 0.355 17.0
M 117.660 100 0.300 17.0 122.077 100 0.367 17.0

質験価に脱する単なるず均位で比較すれば,"。に於ては引張の方が低縮より約

0.01 小さく,ギングでは約 3ton/ems だけ大さくなつているにすきなv。(第 6 ) 
更に,ヤング率 E.と r。 との賞線的W係は第3Bl,®, bに示すりであろ。

第

又,この材料によつて, 矩形財而取純梁を考へると,その曲め ヤング率& は,m論 

的に は

マな=(マ»+;一)

・ ・、.

に よ つて3出 さ れ, 今,E. = 1253, R= 117.7 を 代入すれば (r。 = 0.300, E 〒122.S con/em 
となり, この場合, 梁の立軸の位置は,中.心納より引張側べ柔の深さの約1.1%%だけ個位 

しているととになる。 ・ ・

2. 破壊限界に於ける引張,歴縮雨者の比較

・ 破京度(" kg/cm り破底强度は引張 離解の 比较に於て衆も顧著な ものの一つと して考 

へるととができる。これも 无 と略比例的關係にわるものと考へて次の直線關係式:を輝いた。

' g. (引扁破壊/度) = 5374 r - 659 (5)
邨縮破壊殯度) = 1032 r - 251 (o)

ru = 0.360 の場合について を比核すれば第7炎の通りである。

期ち, た," 4が:同"なﾡ件で比桜ナれは引張ﾡ度はﾡ縮型座の約3.8倍となつて渋しい 

迷興 を示している。前ほ, r。 の興な る 軍な る 不均位では, ・・=1242 kg/em,g。=348 kg/emi 
となり,の,=3.6v。で, こ の場合は r。 = 0.360 の換算価に ょるものょりも 比較値と しては公

常 を候 く が, 大間近似的に は比較の礎と なり 第7表 破ﾡﾡ度 (o) の比岐

うるようである。なゞ, 次の g～r。 賞戦卵係岡 

に於て も 見られる よ うに,",は c。に比して著 

し く その分徹度が大 さいことがみとめられる。 

(第 4 圖)

g (kg/CI) ・ 掃貼 ro ・% 
-- ---

I 飛

m 縮

1275
336

379
100

0.360
0.360

17.0
179
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b. 破ﾡ限界至(6) 引張,『新d共に,その破坂限外在を精研に定すろととにはかなり 

困難を伴ふために,本試験に於ては, 比較的正常な測定が出來た と考へられる もの を引張, 推 

縮共に各 10 本づ、選定して一ﾡ同試料の破最映外査を代表させるととにした。これ 

は次項の磁域限界仕事量 を定める場合に も 同様に L て行つた も のであ ることをつけルへて» 

く。次に結果について述べる と

平均引張破壊限界歪: = 102.6 ・ 10-4
平均/縮破区 限界歪： 6。= 31.1・10-

故に 6.=336。となつている。

1ほ, この-10 ケの平均と全比較試片平均値との比校を ro,1,Gy,の,のm, E について行 

入ば第8表の如くになる。

・
第 8 表 し A: 6 を測定せろる

戦の |

試片群 ・ % &y ・ 1(kg/en③」
cp (kg/eIT) (ton/cm) 10 ヶの不均価

引 ﾡ ス 0.356 16.9 547 1160 4 124.7 B: 全試の不均 
・

・ p 0.355 17.0 54.7 1242 6O1 195.1 位

A/B% 100.3 99.4 100 03.4 1035 09.7
これで見る と,ro,u

ハ 0.371 170 23.3 355 290 122.0
0.267 17.0 22.4 34s 975 122.0 及E では殆んど引張, M

1 A/B% 101.1 100 1040 102.0 105.5 100.7
締を通じて 1 %以内のm

異であり,他も 2～6% 位であつて, 引張では必然的に變動の大きい " が 6.6% の価興を 

示し,ﾡ縮では oy が 5.5% の偏興を示しているのが日立つ程度である。

要するに, この選定 10 本の不均値は大ﾡ全不均と近似的であると見て迷つかへないも

のと思ふ。 >

c 破叫界外事量 (4 kgem) 前項同様選定 10 ケの試片について,行つたブラ=メーク 

一による實測値である。 二.

不均す I破戦ﾡ仕町F量: 4, = 6.50 kgcm.
平均銀縮破壊限界仕W量： 4。=0.00igcm.

故に a == 10.8 ... ・
1ほ, 4 及び de の分布域は, 4・: 5.25～8.55, e: 0.52～0.77 である。

即ち,-應この結果に從へぱ,か る 旅件下に あるェマ ッ材では, その破広= ネ ルギ 

一.にかて,引張はﾡ縮の約 10 倍に も達する ことがみとめられる。と ・に述べた A は言ふ 

までもなく, 試州 央部位に於ける軍位容植當 りの仕事策である。

3 比例限界の破壊限界に対する比率の比較 こゝでは,次の三つの場合に關する結

果についてのべる。

・ 比例限性力の破比加変に列する比率(ハル 紡 平均値.を以て これ を示せば

5l 張: op-./o,=53.1% Cr=0.300の換3価では.:55.5%〕

m 納:.のp-./o。=79.1% 〔 " 78.0%〕

分布域では 即7s ： 30.0～65.5(%), op-d/o。: 63.1 〜 92.2 (%)。

又,oy-d/oe となる。即ち,ﾡ締の方が引にﾡべて, 照力の上から見た 

弭性領域の 割介が 岸 し く 75い こ とが分る。

b. 比例限界歪の破近限界歪に對する比率 (08/66).
引 張 6,-6, 不均位=53.6%%
艦 縮 6,-e'6。 不均位=76.1%
分布城では 6p-d/o,: 30.6～01.5 (%) 6p-d/d。:(0.0～89.2 (%) を 示して居り,

通 へノ心 布 0.7 6,-d/o3 となる。

納, の比率にかけ る 桜 とk力のそれ とは殆んど一致している。

c 比例限仕事策の破壊限仕事%;: に 到す る 比事 (4o4%).
引1 張・4,./4, ボ均価=30.6%
W 納 4-d/4。 ボ均位=57.0%

故に, 4。.4. 占 0.54 4,d4..
以上の結果 より 明らかな ように,こ の賞験に ﾡす る限り では, ェゾマッ 京乾材は 引張の
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方が血縮に比して,髪形の至過程に對する舉性的袋形領域が遙かに大きいことが見られる。 

次に,以上の結果に到する試片別實聆値の表を示す。(第9表, 第10表)

第10表 引張,『縮区験川に開する質感仙 

(合水率 17 %)

I 训 ﾡ 試 総 (16.5%=G水単=17.498)

第9表 選定供試片(10ケ)にﾡする賞感価比校求

A ﾡ縮試戦
x--一 *ア--崎

Jt 例 硫 柄 両 東

供試片1
g ク 式
苔底 #m合水率 座 力］ 配 1 ﾡﾡ ヤ ン

グ 率 ﾡカ」 翌 比仕
基 Gp6 あ"る- イイ

T.P. r "(9) c記a), イn ゲ 
kxcrm>(\of/cmS (ダ/en) 

338 l

あ・104 : 2% %

B ～17 0361! 0423 17.1 1 275 21.4 0.25 128.5 25.4 0.52 81.4 76.4 4S.1
375 , 439 17.0 2511 19.2 25 ； 130.9 334 32.0 .(4 「75.1 C0.0 39.1
30s 430 10.8 325 26.4 .42 123.1 353 29.6 .54 92.1 89.2 77.8
:366 428 17.2 248 o。 o*"バ**

・9 1 107.3 395 33.2 .02 74.0 69.9 40.7
.307 428 16.S 249 22.0 .26 113.1 318 320 57 78.3 68.8 45.7..1 

.421, 17.1 300 248 .37 101.0 346 29.6 54 86.7 s3.8 68.5
.389 455 16.9 325. 22.0 .36 147.7 308 28.8 •G2 81.7 7G.4 580
.393 1 458 I6.S 350 ! 25.8 45 135.7 400 34.0 .77 87.5 75.9 5S.5

4 45 17.3 274 25.2 42 108.6 332 32.0 .56 82.5 78.8 75.0
30 .388 |453 16.0 300 22.3 .34 132.7 i 400 31.2 .05 75.0 724 52.3

T場価 0.371
1____ -

0434 17.0 200 23.3 0.34 122.9 355 31.1 0c0 81.4 75.1 57.0

} 引 弘試戦

au.rペ,Conx本 比 例

駐鑑
破 税 預 界

-二

cp/g &ws 4座 力
ヤ ン
グW 座力 量 止 仕:

立 気

T.P.| 九 "(20) CS/e 6p・103 イp / l d 
'op/cm2)(kx/cn,P). 2.104 A 

(re) % % %

B〜12 0.371 0.433 ’ 10.5 746 534 2.03 130.8 : 1327 101,4 7.34 56.2 52.7 : 27.6
27.362 428 18.0 660 504 1d4 131.0 1330 1120 8.10| 49.6 45.0 20.2
2Al34 401 10.6 720 57.2 1.81 125.9 1100 • 93.0 5.25 j 66.5 61.5 345
43..324 .377 16.2 600 c0.2 . 2.08 116.1 1170 108.0 7.33 59.7 55.7 28.4

5:379 44 16.9 609 50.8 1.97 123.1 1107 98.4 ・5.70 03.1 57.7 34.6
19 :338- ( ・392 158 ' Go7 58.4 194: 1142 1051 100.0 ；5.55 63.5 58.4 35.0
25 •第 6 A18 17.2 C38 55.2 107 115.0 98G 95.0 5.13 G4.7 58.1 ' 38.4

10.395 .302 16.9 157 20.6 1.40 1154 0:3 ・ 100.0 5.32 49.0 39.6 20.3
20 .375 438 -169 800 57.4 2.17 130.4 1419 114.0 S.55 56.4 50.4 25.4
2c .376 443 17.8 757 58.0 2.37 126.6 1175 104,0 C.G9 64,4 58.S、 354

不均位|.a56 0414 16.9 : 034 |547 1.94 124.7 : 1160 I02.6 6.50 1. 59.21
53.8 30.6

供状"

T.n. t % |ro

:容

例ﾡ比 例 

座 カﾡ 延 

(8.:)2r-101

例取
比 住性率 磁以 gpg
れ,述s。

c<iscni))('on/cn°)(kg/on-) °

一

"rrs glo 
ノ

・ w
1 r
1____

No

1〜2G 17.0 0.311 0.304 75S 08.0 2.58 111.5 1285 59.0
支0 
24.4

*103
41,3

、*10 
、3.59

pr

41 17.0 .312 .305 5i0 5S.6 1.49 87.0 941 54.3 16.3
4S 17.4 ..330 .3SS ito 42.2 0.93 1043 1100 40.0 13.3 333 3.16 3
10 16.9 .335 .392 39.6 1.40 115.4 Q33 49.0 13.6 27.9 345 4
Jo 17.1 .330 ふ7 716 5S.4 2.10 123.0 11E4 6:.1 21.1 $4.0 303 5
24 16.6 .344 । ・401 7-0 572 1.81 125.9 1100 65.5 21.6 32.0 3.66 6
21 17.1 .344 .405 043 53.8 173 119.5 1000 64.3 1S.7 29 3.47 .7
14 173 .349 40 702 - 75.0 1.9s 127.7 1365 51.4 20.1 39.2 366 8
2 16.9 .353 .412 571 46.6 1.40 122.6 1305 43.s 16.3 37.1 34s. 9
4 16.6 .353 .411 420 3n.6 0.64 137.3 1400 30.0. 11.9 • 39.7 389 10
5 16.9 .354 44 699 56.S ・ 1.97 193.1 1107 63.2 1S.4 29.s 3.25 11 .

25 17.2 .35G GSs 55.2 197 115.6 986 c4.5 17.9 : 3.25 12
16.7 35 .418 625 47.6 1.49 131.4 I497 41.S 17.5 4us 3.67 13

16 16.0 .359 .419 900 66s 3.01 134.7 1600 56.3 25.1 44.6 3.75 14
45 17.2 .304 .426 540 — - • 117.6 1050 51.4 14.9 ・2s.9 3.23 15
44 17.0 .364 4°5 635 46.0 1.46 1350 1946 47.1 175 3.7 16
11 17.3 .369 1 .433 782 57.6 1.80 135.7 1387 564 212 37.6 17
49 17.1 .369 j .499 385 28.0 0.5t 137.4 023 41.7 10.4 95.0 3.723 IS

7 17.0 44 730 56.6 204 127.8 1361 52.9 194 36.7 343 I9
12 165 : 371 .433 746 53.4 2.03 139.S 1327 56.3 20.0 $5.S 377 20
1S 1G.9 .374 .437 816 63.0 2.57 129.6 14I5 21.8 39.3 3.7 21
20 ・16.9 .375 .438 800 57.4 317 139.4 1419 ( 313 37.8 372 2
33 16.7 .386 .•150 861 65.0 2.75 139.5 1522 56.6 22.3 394 3is 33

不均位 17.0 । 0.35う 0.414 661 5i.7 1.81 125.1 1249 53.0 1s.5 350 3.53 个均位

I M 縮 が ・ (165=G水ポ=17420 *
iT-..... Il

僕びル 合水
度

"o

容破ノ 

・ 1

比 例| 

ﾡ座力 

c&9
比例

喫 1
6» 104

比例限 
E 仕 
小 量

界性判 磁ゼ

%

gplro ・

i～4 17.2 0.313 0.367 ； 175 1os 0.173 ' 8S,4 27s 63.1
一玉溺

5J>9 |
<104 

S.8S
支10 
2.82 1

1 16S| 318 : ・371| J50 164 ; .123 ; 91.5 233 04.5 •1-72 ； 25s 2

5 17.0 .322 : .376 2-1J 25.4 ・310 97.9 277 90.1 7.73 s.60 3.04 3
16 17.1 | 

1 *

.339 397 225 21.。 | 
1

.236 107.1 300 75.0 6.70 800 31s 1
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供試片
'容 私

各水新 度容故限
例例 例幌 

比 仕
工 に

彼5 gp/ro c/ro、 ノlr。 ■
•

ぶo.
ﾡ整 段 府

T.P. "% 'o rェ
dp 

(g/en.
ap・10* ゲ,..P a % •ヽ

... >

D〜19 17.1 0.354 0414 225
19.s 1 1

0.223 ' 1ia.6|
350 1 i.3 1 *10°|

C.36 0.89
8F

5
28 17.3 345 406 1 274 25.2 420 105.6 :32 1 424 8.09 0.62 3.15 6
18 16.6 : .362 .422 209 ■ 23.8 356 1 125.4 、 35:3 * S4.5 8.20 9.75 347 -7

17.1 301 ! .423 275 21.4 .250 128.5 338 ' 81.4 7.62 9.3G 3.50 8

27 17.1 .360 j 41 300 24.s 370 121.0 :4 86.7 8.33 9.61 3.36 9
15 16.7 3s。 : .431 250 20.2 .253 123.8 360 69.4 • 6.94 10.00 341 10
23 17.0 .366 1 .428 24s 28.2 .200 107.2 335 74.1 G.7S 9.15 293 11

20 16.0 -.372 | .435 250 10.6 .245 127.6 333 1 75.2 と G.72 8.95 3.43 12
14 10s 397 ： ・428 240 22.0 .2c0 113.1 31s 87.1 6.78 8.67 308, 13

10 17.1 .373 | .436 325 23.0 •374 141.3 371 87.5 8.71 0.05 3.79 14

9 16.8 :36s .430 300 26.4 .420 123.1 353 922 8.15 0.59, 3.35 15

じ m .373 433 :40 19.8 .246 126.0 358 69.7 6.68 9.60 3.38 16

3 17.0 .36S .430 274 23.4 .321 117.2 242 80.3 7.45 9.29 3.19 17 ・

2 1.70 .373 437 274 24.6 .387 111.2 348 . '8.6 7.35 9.33 2.93 18
29 17.3 .382 44s 324 ・ 23.2 .376 139.7 :74 86.7 S.4S5 0.79- 3.66 19
21 17.1 .382 ' 44s 299 23.0 xu4 129.8 :3S7 ! 77.1 7.83 10.13 9.40 :o

8 17.0
L*

.375 .430 : 251 19.2 .250 130.9 3:4 75.2 6.69 8.91 3.49 21

7 17.2 .35 440 240 22.4 .279 111.1 :339 1 74.6 G.c4 8.88 3.96 2.
30 16.9 .388 .453 300 22.6 .340 132.7 400 75.0 7.73 10.31 342 23

■ 25 17.1 301 45S 299 ： 22.2 .3:32 124.8 360 83.0 7.65 9.21 3.45 24
24 169 .389 .455 325 22.0 .35S 147.7 398 81.8 S.35 10.23 3.80 25
22 16.0 385 450 324 23.8 .35G 136.2 392 82.8 8.42 10.18 3.54 26
13 16.0・ .391 457 300 21.8 .327 137.6 390 76.9 7.26 7.97 3.52 27

・ 12 16.9 .392 459 1 30 : 228 .342 131.6 300 76.9 7.65 9.05 3.36 28

11 16.S .303 |458 350 25.S 450 135.7 400 875 8.91 10.20 8.46 29

T均u 17.0 0.307, 0420
! 」__ :

275
1

23.4 0.310 122.0
------- バ

34s 79.0 744 0.39 3.32
1

平均れ.

4.考.察 扱て,以上のﾡ果をﾡ合して,二,三の考条を行つて見るととにする。

先つ, l火びM締を比較してﾡも差興の渋しいのは, 破壊限界仕事室で,これに比例限界 

仕事もセ,破験強度,同歪,比例製略力及び同述の順序でつゞいている。これらはすべて,引 

張の方が班縮よ り大きく, 大ル11 倍よ り 3倍主でのlである。又,比例限界の仕事先,N 

及び歪の破殳限 呼の仕事量, 應力及び歪に對す る それぞれの比率では,弓 1は座縮のLそ 5 

割ル部7割程度となつている。 たゞ,ヤング率のみは,引張,M納殆んど大なく,位かにり 

張の方がﾡ勉 り もその1御曲度大貴い。故に, 商(引Iと開締) の差異は,出力及通が海 

加するに仲つて次第に増大する傾向を行しているに於てみとめられる。こ、で,/引I及びﾡ 

納の變形搬村上の2をへると, 先づ, 張に於て は木材繊她 (こ ゝでは假導管)に對し 

て, 鞭額的には界性ﾡまではJ純な納商Rが作し, いで, 漸次永久變異が部分的忙増 

大し, 應力分布は偏異し,その不均質で,しかも配列不査のために,材賞的に見て缺陷部と 

考へられる羽枝部分に築中 し,最終段滑に於ては局部的破壊がその部分に起り,cnれを出級 

動として, 金ﾡの破ﾡにまで我述するものとられろ。だゞ, この場合も正常な破は, 

そ。 initial failure が原極純(fibril)の二りと して起りBつて,fibril の繊ﾡ軸と なすﾡさ 

(alope of fibril) の度合が張の ﾡきに大きくﾡいているのではないかとも想像される。(との 

ことは. ア テ材と1正常材と を比較した場合に於て も一應考へられる ことがらであ り同下本間 

題に關しては特に檢討中である。)この場合, 弓 唾比例限威力がその破壊强度の 50,28附近に 

在していることは,による水久變形のﾡ道が局部的には, かなり早期に起り,外見上 

このx町がみとめられる頃から, 材料が破壊するに至るまで港次増大して行く 傾向にある こ 

と を示すものと見る こ とができる。

之c到して, 』納ﾡ形は全くﾡつた様相を品している。即ち,前述した如く.

1. 引Iに勢して, 西しく 樹度の低«こと。

2. その比例限順力の强度に封 ナ る比車は氣乾の も の では-70 〜 80 %位で, 生材では c 

れ上り大さく大ﾡ 902% 近 く なつている こ と。(女伏 1.参照)

3. . 强度數値は,その客積ﾡ度と比例ナる度合が,引張に比してょ り規則的であるとと, 

及び,ﾡ俳飽和動以上の含水事ル態では, 強度数位に殆んど大迷のないこと。(エソマツ材に 

あつては, そ 200kg/ens 附に集"する。) 等の事柄に關して者へて見よ う と思ふ。

先づ, 全岡を通じて,木材の軸噴端とは,之をその細胞ﾡぬﾡについて処れば, 傷心 

空不等断価出の災Kに加へられるﾡ縮であつて, 實驗却こも明らかなよ うに,その改 

製形は越維の挫屈を 件ふ もので ある。又 エゾ マッ材に あつ て は,その 主要な構成要素た る 最 ・ 

導管細胞は近似的に細艮比 300 を超へ る も のであって, たとへ, cれ らが格接に集求したﾡ 

地を有していろとは云へ, かなり, 長田的特性の失はれていないととが考へられ, 路つてそ 

の挫屈期力は,こ れ ら材構成要産の 相互の結合力強化に ょ つて高 られ, その低心性に よ つ 

て弱められる•傾向にあるのであるが,ー應,'個々の條件(主と して.含水率條件)の下で,材 

の所謂壓縮岡性限界附近 (Nの挿性酬よ りはるかに低いととろ) で 挫屈破壊を超す確率が 

大せいと見るとどができよう。故に, 胆加强度が引張に比して著しく低いこと,その比例型 

應力率(び/5％) が, 引張に比して極めて高いこと及び含水率の相火によ る繊維相互の結合力



短
49

の低下に 伴ふ強度数価の近似性 と 比例限應力率の上外 と は, 上の考へに よ つて一M竹 さ れ 

る と思ふ。次に,引張と唾縮とに於ける婦性發現の形式であるが,これは, 材の本的な係 

件が比核的正常で且つ同等であれば, 雨者の ヤング •率には餘 り 若 しい差異がみ と め られない 

ことv, その彈性領域に於ける 應カー歪朋の關係が殆んど 直線的であって,ﾡ例的にはも 

弾性脱の如く 眠動する こと,及びその際に起る變形が fibril 相互間のた り に基づく ものであ

らうと考へられるとと等から, 引張に於ける弾性領域が匣縮のそれに比して,著しく大きい 

ことは, 木材の構校災薬たる繊ﾡに側有の配列形式が,引「張にあつては possitive tC,U縮Ic 
あつては negative c作用するものであるととに原因しているとも考へられる。

5. 破敬の形態

a I後坂の形態 この場合に於ける所調"I"方性材料とのﾡ裕な遊県は, 云ふま 

でもなく, ﾡめて強い方向性を行していることである。両して, その方向は, 鞭翻的には, 

1.維方向, 2. ﾡ日方向, 3. 板目方向,の直交三軸の方向に於て異る こと は師に知られて 

いる通りである。ととろで, 木材を繊維方向に引張つた場合, ﾡ日ﾡに於けるﾡ維走向が荷・ 

重物に一致しない場合は勿院,板目面に於てもその破虫形態に到してﾡめてﾡい影審を及ば 

すものであることが観察される。又, エゾマツ材が,引張によ-つてツ断破城を超す場合は,i 
しな上うに, その勢断依抜面は任同面と或る傾きをなすのが一般で, これにﾡ件して, ﾡ

秋材接合面のも り に よ る分破坂が見 られる。 

木試験では,引炭ル50 ケのうち,35 ケについ 

て, 板日面に於ける被線が繊維軸(衛ﾡ) と 

なす傾 を近似的に測定して次の如き 結果を得 

た。内ほ同ールに於ても傾 4 は数W8 
したので, ﾡ局全測定仙数は104ヶであつた。

め o 全測定個数の平均 缶 58
め の塗供試州(35ヶ)のず均51ぷ

次に, •の供試片に關する分布を示すと第 

6 圖の如 くになる。

圖に 於て 明らかで あ るように, ◇は大ﾡ 

30°～70 までに その全開の 90% 以上が分布し

しかもその分布は, 単調ではなく, 50°～60附近で谷をつくつてる。Lかし 概して 

30～7パ 去での 6 の川現昨率にはﾡり明らかな個ﾡの関係をみとめることはむづかしいよ 

う である。

yに, との傾 ゅ と抗張ﾡ との開係を求めあてJると第7岡のようにる。これにょ

ろとかなり り ら かな 傾向が存在 して

しろようにも 思はれ, 大ﾡ, 近似的に

は不均傾たる 50附近に於て炭 

が鼓大 となつている。しかし, これ 

は極めて少ない賞驗値によつて示さ 

れる唯一つのﾡ果であり, 且つ, ゅ=

50附近に於て, 材質がすぐれている 

こ と を示すベ ・ 何等の根撮 も 未だ制 

明 してい'ないので,一應,これはこ 

の営験の絶M内に於けるF質と して

第7団 破壊傾角 と 抗張强

示すにと ドめる。なゞ, この傾 6 の分布についてはのように考へる ことができる。即 

ち,木材のりI張磁ﾡに於ては, その材ﾡ広ﾡ靴の個行の納合による抗張力と, (繊椎そのもの ・ "
は,又,fibril の spiral arrangement が考へられる。)所調ず断面にかける力の配布とが種々 

c細合はされ, 加ふるに材内部スはﾡ面部の部分的候ﾡ (格遣的な要素を も含めた廣い意味 

での力ﾡ的ﾡ)に於けるﾡ力の坐中等の影悪も あつて, か、る大さな 分布範圍が存在する 

ものと見られる。

b. 第縮破域の形態 これに叫しては,(に,北海道林来試験報第66ﾡに飛書してあ 

るので, こ、ではIﾡをさけることゝし, なゞ今回の賞験でも, 磁虫ﾡみは不均約79 
を示したととゝ,例外的なものと して 42 を示したものが出現した (1 ケのみ)ことを述べる 

cと ゞめる。ﾡほ, 引張との相違部は前述 した事柄によつて略明らかであるが,一致點とし 

ては, 兩者とも,殆んど例外なくその所調ﾡ断政坂面が証目面とあるﾡきをなしていること 

であつて, これは,明らかに木材 の板目 方向の變形が,祉n方向の それに比餃して,はるか 

«起り 易い ことお示している と 同時に, 木材の破以形態に於け る -つの大 さ な特性である。
、 ・

IV摘 要

1. 木材の引張及びﾡ縮による継形機ﾡの迷択は明らかで, これを, ﾡﾡ的に見ればそ
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の原因が主と して, 木材構ル繊維の例有な紳合配列の形式に よ る ものと考へられる。

2. 本試験に刑ひた道産ク F エ ソマツ材に於ては, 不均年倫密度 8, 合水率: 17%%, 容債 

m:0421, 新秋新度10.300の係件の下では, 引i張, ﾡ縮の比核に於て, 次の如き結果を得 

た。今,兩なの差異の少いものから順紀する と。

(1) E. (128.3ton/em) 年1.1E。(117.7 ton/cnr)

(2) (53,12%) 07 e d/ze (73.1%)

(3) 6,_./o,(53.6%) =0.7 ラp d/ie (75.1%)

(4) 4, d4. (90.0%) 4 054 4,-d4。(57.0%)

(5) a,-,(54.7:10一り=24ゐ,-。(22.4・10-り 、 ・

(©) g,<,(708 kg/em) = 2.7 aP-e (2G2 kg/cm)

(7) え (102.6 ・ 10-り = 33 6。(31.1・10-り) 、 ・

(8) (1275 kg/em) さ 3.8 ve (336 kg/em)
* r・・

(9) 4p-. (1.81 kgcm) M 5.8 4n-c(0.31 kgcm)

(10) A.(6.50 kgem) 占 10.8 (0.60 kgcm)

c、c,t: 引張,c： 度縮を示す。x, E:ヤシグ,":例限劇力, のp: 比例限を, 

4,: 比例限界までの革位容植當 り の仕事量,破城ﾡ度, 6: 破壊限界施,4: 破虫関外 

までの仕事■量(単位容枝當り)。

Nち, 愛形が進行するに伴ひ,兩者の差異は申折増する傾向を方している。

3.引I張, 証締両がの破岐形態の差県は,かなり著しく,引張にかては。材の様媒媒情戦 

要素 (主と して fibril) 間のりと, 概鋭的剪断と に加へて,材内部の力ﾡや候陥部に於ける 

應力集中によ る局所的破壊等の組合せである と見られるのに對し,M縮で は； 繊維壁構成理 

素間の配列方向に於けるに り と,これに伴ふ繊維壁面の挫屈及び剪斷 (戦額的) との細合せ 

c上ると見るととができる。ﾡ法, 明裕共, その方謂剪断面は, 桃日而とある傾きをなして 

ゐる。本試驗に於ては,板目面に於ける破壊線傾斜角 0 cついて, 次め如き結果を打た。

(平均値を以て示す。)

引I 張: ゅキ 51.5° . :

岬 締: ゅシ73.3
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Resume

This investigation is concerned with comparison of stress-strain relations for tension- 

・parallel-t。 grain test and for compression-parallel to grain test of Yezo-matsu.

1. There is a considerable difference between the deformation of wood under tension
) ・

test and compression test. And thus difference secms to be responsible for the charac- 

teristic arrangement of fibers and fibrils.

2. In this test, conditions of test specimens are following:

a. moisture content : 17.09%
・ ・・・

•b. specific gravity, at fest : 0.421

c. " , at-oven dry, (based on volume at test :.0.360

d. about 8 rings per cm. ・ ・

And then, we found the following relations.

(1) E, (128,3 ton/em) 年 1.1 E (117.7 ton/em) .

(2) op-/o・ (53.1%) 占 0.7 odz。(79.1%)

(3) /o, (53.6%) キ 0.7 (75.1%)
・

(4) A,.d/A,(30.6%) 年 0.54 A, d/。(57.09%)



52
53

・(5) 0p-・454.7 ・10-" キ 2.4 6n-e (22.4 ・ 10-り)

(6) (708 kg/cm") 宅 2.7 (262 kgem)

(7) 心 (102.G ・ 10-り 占 3.3 6e (31.1 ・ 10-り

(8) s (1275 kg/cm) 占 3.8 (336 kg/cm)

(9) 4,-. (1.81 kgcm) = 5.8 4p-e (0.31 kgcm)

(10) 4, (6.50 kgem) = 0.8 4e (0.60 kgem)

where ; t: under tension, c: under comprcssion, の»: stresS at PIOpOItional 

limit, 6p: strain at proportional limit, 4p: woork to proportional limit (per unit 

volumc), E: Young'smodulus, : maximumstrength, 6: strain at maximum Load, 

A : work to maximum Load 'per unit volume).
ヽ

3. The manner of failure:

a. Under tension test; combination of slip in the fiber wall, shear (in macro- 

condition) and partly failure at the defective point of wood structure.

b. Under compression test ； combination of slip in the fiber wall, shear and buckling 

of fiber, accompaniing with torsion.

And inclination of failure line (shear) at the tangential face : 0° (average value).

ゆuensioa 法 51.5° ・・-

みao... 年 73.3° ・ ,
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G.24

11.S
37.S ・4.9

41S
564 504 254

17
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CO.7 ・16.2 3S i 398 37.1 43S 20

100 532 300 13.6 3.45 3.57 97.9 49.0 39.6 26.3
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241 3.59 8 30 41.4 59.0
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95 513
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j 325 5.63
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C4,7 56.0 S84
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32.4 133 3i6 • 2.82 333 400 •
69.0 12.9 j 1 ・ I352 計 2.37 31S 40.7
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104 G.69
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4.0G
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4,25
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440
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・ 15S 2.83 4.43 34.6 (43
レ • (

112 8.10
60.6
44,7

25.7
18.2

3.05
3.62

9.01
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44.8 , 
36.7 224

s3
49.G 45.0 202

41.3 10.6 375 ; 1.52 :4.5 1 43.5・ 48.5 20.6 4.J3 5.J8 459 15.0
— 19.0 3 35 541 3.0 500

365 914 3.13 1 7.30 273 78.3
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1. 引張試験 紳 果

1」 13 1 14 15
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ﾡ 通
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1 •
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49.S 120.2 1.57 1390
66.0 1C42 2.27 .1271
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j 520 s9.6 121 $92

524 1328 IS2 194
C0.6 ] 141 2.c0 1449
ラ37 1398 2.03 . J320
57.2 1 125.9 1.s1 .1100
30.6 137.3 0.c4 1d400

(5.0 152.5 2.75 1522
47.6 1314 1,49 1497
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記誠

M

o* ・ ・ノ 4 5 6 7 8 9 101
卒昭 
怖 度

ケ/cm

刪

・10

番 ﾡ合水率 

"。 1 '
•10= ； %

空は率荷R逃健形逃度

r,| D。
。 ikr/em:/ * ・104
% | tuiin cnJc/mnt,

* 商
道 度

同關係 
ﾡ 度 

/r
2%

正E 例 
ﾡ座力

"p
: kgcms

1
2
3
4
5

6
7
8
9

10

11
12
13
14
15
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19
20

26
27
28
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20

46
47
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8

承 場

n～19 
- 31

47
2
8

45 
13
15

1
3

10
5 

44 
J8 
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20
7

39 
21 
49

*・ィ1

46 
32 
38 
26
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8.3
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4.0
7.1

4s
7.S
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4.0
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G.S

9.0
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9.2
9.S
34

8-3.
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5.9
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5.9
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8.5
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2. ﾡ締試験結采

储虢1 
優

No.

1

T
2

3
4
5
6
7

8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
10
20
21
22

23
24
25
2
27

28.
29
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1

*2;

Mr

B〜4

1
5

16
19.
28
18
17
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15
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20
14
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9
6

3
2
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21

s
7
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「a5
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22
13

11
26
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不均年 

総a安度

d
ケ/cm

5.1
5.0
5.5
8.2
9.2
9.6
9.6

10.0
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11.4

9.3
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5.0
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4S

100
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・10° j
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37.1
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42.S
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43.0
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45.0
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4 1 
容 ﾡ
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31.3
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32.2
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35.4
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30.8
37.3

.3G 8
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37.5
38.s
39.1
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39.3
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合水

4
%

17.2
10.8
17.0
17.1
17.1
17.3
16.6
17.1
17.1
16.7
17.0
16.0
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1.71
16.8
17.1
17.0
17.0
17.3
17.1
17.0
17.0
16.9
17.1
16.9
16.9
16.9
16.0
16.8
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16.9

2 1 

空阪率
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%

74.6
74.4 
74.0 
81.0
71.3
71.8
70.8 
70.7
70.9
70.9
70.3
70.9
70.4
69.8
7.02
69.8 
70.2
69.7
6s.9
68.9
69.6 
G9.5 
08.6 
08.:
68.5
68.8 
6S4 
08.2 
68.3 
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70.5

7
両 面 
速度

/v
kg/em2 
/min.

42.1
20.4
36.9
49.2
46.1
46.s
32.2
53.7 
47.0
5G.5 
E4.7 
42.7 
534 
57.1
51.2
41.5
23.6
25.1
65.6 
48.0
72.6 
41.3

5S.5 
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45.6 
57.0 
48.8
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48.8
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8

速 座

・104 
cm/cm

/min.

4.75
2.23
3.77
4.59
4.05
4.34
3.25
5.12
3.89
4.05
5.11
3.35
4.72
4.04
3.03
3.30
1.03
2.24

・4.50
3.69
2.77
3.70

4.4
3.07
3.35
4-59
3.71
3.66
3.55

3.83

9 1
玉 円
乱 度 

ア 

°r

・4
54
C4

54 .
76
4s
54
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48
56
52
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54
4s
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5G
4s
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・5G
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50
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4s
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同関係 
浅 度

x
2%

70
59
74
70
71'
66
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70
G6
05 .

0q
70
70
6G
65
71
71
69
66
07
06

7
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70
67
69
07
60
67

0s

11

比例明

外

kg/ 
Cm二

175
150
249
225 ・
225
274
290
276
300
250
248
250
249
325
300
249
274
274
324
299
251
249
300
209
325
324
300
300
350
350

275

12 1

座

kg/
cn.2

175
150
199
225
225
249
274
300

.275
250
274
225
119
275
300
274
274
274
324
299
251
249
275
299
325
274
275
325
350
350

2c4

13 1

L例 

ay 
・10d

19.8
16.4
254
21.0
19.8
25.2
238
214
24s
20.2
23.2
19.6
22.0
23.0
26.4
19.8 
234 
24.6 
23.2
23.0
10.2
22.4
22.G
222
22.0
23.6 
218 
22.S 
25.8 
25.4

22.5

14

ﾡ証 

ay
・101

30
48
52
40
44

(115)
37
52
46
33
51
33
50
42
36
27
55
40 
b7
s

35
21
50
69
35
46
44
41

51

x

47

15

ss4
91.5

、97.9
107.1
113.6
108.6 
1254 
12S.5 
121.0 
1238
107.2
127.6
113.1
141.3
123.1 
126.0 
117.3 
111.2 
1307 
129.8
130.9
1 
132.7 
148 
147.7 
136.2 : 
1:77 :

1:1.6 

1857 
137s , 

122.6

16

上申

ton/.
C二

60.0 
053
59.6
66.7 
71.3
79.9
SS.S 
76.3

80.3
69.1
76.6 
m14 
s36

125.0 
1038
n4
75.5 
s8.6

118.5 
s3.5

1179 
6o.1 
s31

1057
so2 
71

986 
'981

983

836

I7
E f

0173
123
316

.230 
:223
420
356
250 

.370
253 

.200 

.250 
:20o 
.370
420
250
320
340
350 
340 
250
2so
340
330
300 

・300 
330 

・40 
450

0.450

0315

員 

刑融

イ 
(kgcm)

0.25 
.36
.52
45
50 

a.4 
.55 
.61 
.09
41

52
43
32 

.5S 
.•14

ッ7
75

.55 
ss

.57

1.03 
.50

6o
07
73 

(1.4s

0.00

19

磁り催

Cn

27s
233
277
300
350
332
353
338
346
360
335
333
318
371
353
35S
342
34s
374
387
334
333
400 
360!
398
309
390

・390
400
390

349

20 | 

破氏口

・101

32.0

28.4
29.6

33.2

32.0

29.6

32.0

31.2

28.8

34.0

\
31.1

21

u卜T 

ア

・104

236

61
182

131

120

71

71

298

>01

228

150

22 •
グ塊 

仕
イ 

(kgcm)

0.5G

0.52 
oi4

0.62

0.57

0.54

0.c4

0.65

0.62

0.77

0.60

23 | 
限用一

ル

(kgcm)

4.29

1.56
5.04

3.04

2.38

1.83

・
1.54

9.95

2.86

1008

4.26

24

傾 角

79.0
78.5

72.0 
\

70.0

85.5

合

■80.0
87.6
69.0

41.5

09.5

73.3

25

"p/ro 
・10-S

5.59
4.72
7.73 

8.11
G.36
7.04
8.26 
7.62 
7.46 
G.94 
6.7S 
6.72 
6.7S 

8.71 
8.15 
C.C8 
7.45 
7.35 
8.4s
783 
6.69 
6.64 

7.73 
7.05 
8.35 
s42

7.67
7.65 
8.91 
8.82

7.47

26

・10-

6.69 
4.79

8.11 
G.3G 
7.19 
7.57 
S.a31
7.46 
G.c4 
7.43 
0.05 
5.42 
7.37 
8.15 
7.35 
7.45 
7.35

8.48 
7.83 
6.69 
G.c4 
7.c0 
7.65 
8.35 
7.12 
703 
8.20 
801
882

728

271

・10-

2.82
2.83 
3.04
31S 
3.31 
3.15 
3.46 
3.56 
3.30 
344 
2.93 
3.43 
3.08 
3.79 
3.35 
3.38- 
3.19
2.9S 
3.66 
3.40 
3.49 
2.96 
32 
3.45 
3s0 
3.54 
3.b2 
338 

340 
3.47

333

2S

アIo
・10-2

1.03
2.05
1.50
1.97
201
2.32
2.45
2.11
10s
240
1.89
2.14
1.95
234
340
2.78
1.94
104
2.32
3.10
2.23
3.14
1.70
2.13
2.72
2.06
200
2.: , 
2.50 
34s

2.26

29

イ/r。

0.553 
.3S7 
.0S1 
.69G 
.630

1.217 
.0s3 
.693

1.028
605 
79

.672

.902
1.141
•670 
870 
.912 
.095 
.890
.607

747 
S76
S44 

.025
1.012 

s4 
807

1.145 
1.134

0.852

30

イル

0599 
1.132 
1015 
1527 
1.412 
1A7S 
1563 
1.690 
1917 
1139 
1420 
1156

8r 
1055 
1106

002 
303S 
1475 
340S 
1.618 
1007 
.603 

1443 
3634 
125 
1.636 
1535 
1.700 
1862 
3116

14S0

31

"/ro 
・10-

sss
7.33 
8.60 
$.90 
9.89 
9.63
9.75
9.36
9.61

1000
9.15
8.95 
So7 
90.5 
0.59

. 9.00
9.29

・9.33
9.79

10.13
8.9]
8ss :

10.31
921

10.23
10.1s

7.97
9.95

10.20 
982

9.40

32

・ 1
/ro

1.62

1.44
1.50

1.69

1.55

147、

1.71
・

1.68

1.69.
•

1.96

1.02

33

"/o

*

1343

432
14.00

8.31

6.49

4.97

4.11

5.03

7.33

25.65

9.26

34

go/s 
%

63.1 
c4.5 
90.1
75.0 
c4.3

82.4
S4.5 
s1.4 
86.7 
094 
74.1 
752
S7.1
S7.5 
92.2 
69.7 
s03 
78.6 
86.7
T7.1 
75.2 
74.6 
75.0 

S3.0 
81.8 
82.8
76.9- 
76.0
S7.5 

89.7

79.1

35

%

63.1 
c4.5 
6S7 
75.0 
C4.3 
75.0 
776 
8ss 
79.5 
694 
81.2 
67.6 
62.6 
741

93.2 
76.5 
80.3
7S6 

86.7 
77.1 
75.2 
74.6 
73.8 
83.0 
s1S 
69.9 
70.5 
83.3 
8.5 
89.7 

76.1

3

%

78.8

・
75.4
s3.s

69.9

6S.7

89.3

\

60.0

72.5

76.5

76.0

751

37

%

(48.9

17.6
25.1

389

41.7.

35.2

49.3

50.3

34.7

22.4

364

3S 11

%

75.0

4s1 
CS.5

46.7

45.7

77.8

30.1

52.3

58.0

58.4

56.96

" I

4'W 
%

329

40.1
13.7

17.1

13.4

240

26.0

5.G

17.5

7.2

10.76

40

679 
71.4
60.7
63.3
・9s
73.6 
70S 
59.4
5Ss 
69.7 
c45 
624 
6S1 
i9s

101.5 
s94
60.9 
67.9
63.4 
91.3
63.8

106.1
40.8
61.7 
716 
5S.0 
57.1 
67.5 
723
71.3

6S.5

列ﾡ設 

ま上

No.

\
1
2

3
4
5

7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
3

30

平 均



舊北海道林業試驗場時報

春財 名 翻 番 名 ﾡ
....... ....... -

1 ト Fマ ツ苗の 里肥に就て "
1 •

北i海道・ 押太産,棟樹 の立木材秋委に就て

2 術架設上注意ナべ・ﾡに載て 大割砕の世型に載て 、

3 拠前不に よ る Hkに媒て ・
ブナ材の人工乾煤に就て

4 : 伏焼製炭に就て
1______________________________ :

5 dhs山級 1n; 好感の爆忠条に就て

. 6 j林庄械戏に就て
1 . *

・ エマツカサブラ ○wRにuて ・

7 森林町よ り た る 血業 の方針に 就 て ミチダモ遣林i山に發足する害器と共訪隊法 
にitて

s お床権に効て ・
1 . ;______________

26 製材止に載て

9 トドマツ幼帮の斜植に就て 水項ひ材の性質に就て

10
, tNhAに加理公乏のェゾーッ稲樹の 

外観に及ぼす形容に就て
林茂木生Hに及ぼす土双性の幷出二就-こ

11 テフトドマッ他取が長の4蹴及び地 Lfsに 
よ る健化(第〕

E カラーツ償算管長の年齢及び地上高に 上る
2化 (第二)

1 :
13 述林地の野ﾡ雄除に就て 冬季に於ける推理の土空栽培に就て

ミャマカケKの農林業上に及ぼす利害関係I1 
に就て._____________

基ﾡ画 を原界 とする ﾡ面バた プ 54に 菱
E,2一報2 附般處印に驟 しての砲物行W

14 |
針葉超を害する姊母類に就て 31 同て4二W)ﾡ理町ﾡ 液の桜退し使 

に於ける可ﾡな清に災て
S探経済戦に就て

トドツ ﾡﾡ の 苗床 として の Wお側木に
_や色K朽側木にぶで_

15
--- = --- 三 I|

落葉松菜婦に就て

16 植木生良に及にナ土税性の数響に載て 32 ブナ及ァカグで材の求』知ぶに鉱て

17
©

木道に於ける技孫被覆の効果に就て

----

33 北浄道, ﾡ太及資方にがける針業楽むにな
生するﾡ_________________________

18 丸太求積法と共得央に就て― 34 笹地の也扱ひに就て



円 名 名 稱
ﾡ帝室林野局北海道林業試験場ﾡ報

35 林内外ﾡ置の性 と 幼苗に及ぼす必な
6

3 木材の人工乾坎に就て

北海道安圧内に於け ろ材の術操程度 と の 
備aに就て

47

28
バルプア材と しての北な道樹和の研究に

海 材の フラ クオン反巡に ょ る設別

39 歯け各部に於ける比は粗にI®依｛殯の処異
1. アカエゾマッ材

代川木製品の訳作になて
40 1.本による木ﾡﾡ任の作に就て 

(第一報う

41 夏山造材と蟲害との関係に秋て

42

43 ﾡﾡ糸に依ろ川 ﾡに就て (料報)

44 探紙がが戦に就て (第二報

ブッ ト ドマツ種続の大小が発芽生育に及す
影 -
カラツと ト ドマツ の混ﾡ拡粒林に載て

腎體忱歸澀緜霧 にめて

北海道东主要用领の跑密强度に•就て
1. ヒノギアメロ
2. イタヤ
3. 天然林産分歩及び1並に入工ﾡﾡ卜

製材中止に就て ,
2. 温根ﾡ産及び何あ別産クロエゾマツ

4s : 大納希巅の惱藜に関する玳験成後 C比;一報)

9
ドイックウ ヒ林地に於ける間のﾡ 
拡に及す彩春
トドマッにカラ マッ道林地の堆號田地に

!就いて

50

51

52

53

北ﾡ道に於け る 鳥果箱 の沿革 と 好秘因玄林 
に於け るぶば.に

ﾡ樹 を原料 とする 矛印磁クパ ルア 舞造に就
いて (第三報)

シッノケ, エゾノシクカンバ及びブ・ノヤ

トドマツ樹脂採集状險域液 (三報

通嵐被害防除の指計
时取被害防除に就いて (第二)

トドマッオポアブラの彼害防除に關する試
ﾡ及も ・

結に就て 、
51 I 北海道に於け る 晩町 と 物新にﾡて 

堆心腐植の:行氏に就いて

第1説 I 北海道主林木のぴ千情選に就て(第一収 トドマッHチの

I トドマツ,エゾマッ種子貯蔵闕修般務報告

町 二, 三林木に到する生其ホんモンのm川に鉱て
第22 I エゾマツ产］荆防除試驗仁就て

I エゾッカ サアプク の社者映況 になて

I エゾマッカサブラの機り的防ﾡ償戦に雄て

I ニゾマツ類に符生するカサブブクムシに就て

V 卜rッ, ニゾツ頬の山にな生するアブラ・シ類にはて

第: D 森株書島 と 防除法 ・

第4戦 I Ndztzgerの法則にﾡtて

I 板の 巾 の收縮

第5D I トドマシ 樹以な取物 より冊らるる「ベルサム」○採葉に関 a 研究

I ニゾーッ, カーゾマッ樹ﾡの探集に就て

第6教 I ﾡのの機い的諾性虹とﾡの抵抗にかて

I 冬期運材事業に於ける 旺岡研究 G.ﾡ運材に立て)

第7説 ・ 梨ﾡ土樹磁の生Yを調報書 .

I 札幌別山公圖 にかけ るスギ, クメギ, キリ のmta
I 新後 御-地に於け るヒノト, スギ, 物解五菓松と トドマツ KUR 木の生及量尊人 依哎状 

磁の撃

ロ 新証御料林にポけ る 赤松の遺林政もにﾡて

第8就 北カロ 木産藤前ﾡ回

第99 冬期選材事来に於ける時間研究 (ﾡ二報

パナ微 迷材に就て”...... :...... ・.....................................I
同上 、 C納三報) ・、. ,

人力厳出 に耽て ...... ~............... :..... :...... ・............. 23
No. 10 A Brief Explanation onthe Contenst of OurPublicntionss

第65脱 プ大材の取扱に就て

第66翌 I 力べ材の仲部量について

I エマ ッ材のﾡ器ﾡ形に関する研究

I m極製に叫ナる研究

I 木材の動のﾡ

第67映 松喰ぬの破なと防除

第688 I トドマツ古材の伸編性について

I 商による針ﾡ樹材めK朽について

I エゾマッ材の引飛, 歴編比戦就験
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IOK【AIDDFOIBSTWY EIHIRIlIHWTATIOK
Dr. Yutaka Harada, Director

NO. 68

KAxo, T.: On the Shrinkage of Todlomatsu(4bies Moyriaa MTNIF 
ct KUDo).

1. the ordinally material and

2. the material exposed in the open for a long Period 

of timc

Au, Y.: Dacay of Coniferous wood caused by Merulius lacrymans 

and their effect on the compressive strength of the wood.

SAwADA, M.: Comparison of data for tensionsparallcl-t。 grain test 

and compression-parallel- to grain test of Yczo-matsu 

[Picea jczoensis CRR.]grown in Hokkaido.(1)

THE SAPPORO BRANCH FORESTRY 
EXPERIMENT STATION

Nopporo, Hokkaido, Japan

April, 1949


